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一

蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
二
）

山

本

和

義

蔡
　

　

毅

中
　

裕

史

中
　

純

子

原

田

直

枝

西

岡
　

淳

（
南
山
読
蘇
会
）

中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡

詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

李
端
叔
が
牛
戩
が
鴛
鴦
竹
石
の
図
を
送
る
を
謝
す
る
に
次
韻
す
（
一
九
九
五
）

聡
上
人
が
寄
せ
ら
る
る
に
次
韻
す
（
一
九
九
六
）

王
雄
州
が
朝
に
還
る
と
き
に
留
別
す
る
に
次
韻
す
（
一
九
九
七
）

三
月
二
十
日
、
多
葉
の
杏　

盛
ん
に
開
く
（
一
九
九
八
）
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二

三
月
二
十
日
、
園
を
開
く　

三
首
（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
）

王
雄
州
が
侍
其
涇
州
を
送
る
に
次
韻
す
（
二
〇
〇
二
）

臨
城
道
中
の
作　

び
に
引
（
二
〇
〇
三
）

湯
陰
の
市
に
過
り
て
豌
豆
・
大
麦
の
粥
を
得
て
三
児
子
に
示
す
（
二
〇
〇
五
）

一
九
九
五
（
施
三
四
―
三
四
）

次

李
端
叔
謝
送
牛
戩
鴛
鴦
竹
石
圖

李り

端た
ん

叔し
ゆ
く

が
牛ぎ
ゆ
う

戩せ
ん

が
鴛え
ん

鴦お
う

竹ち
く

石せ
き

の
図ず

を
送お
く

る
を
謝し
や

す
る
に
次じ

韻い
ん

す

１　

聞
君
談
西
戎　
　
　

君き
み

が
西せ
い

戎じ
ゅ
う

を
談だ
ん

ず
る
を
聞き

い
て

２　

廢
食
忘
早
晩　
　
　

食し
よ
く

を
廃は
い

し
て
早そ
う

晩ば
ん

を
忘わ
す

る

３　

王
師
本
不
陳　
　
　

王お
う

師し

は
本も

と
陳じ
ん

せ
ず

４　

賊
壘
何
足
　
　
　

賊ぞ
く

塁る
い　

何な
ん

ぞ
け
ず

る
に
足た

ら
ん

５　

守
邊
在
得
士　
　
　

辺へ
ん

を
守ま
も

る
は
士し

を
得う

る
に
在あ

り

６　

此
語
要
而
　
　
　

此こ

の
語ご　

要よ
う

に
し
て
而し
か

も
簡か
ん

な
り

７　

知
君
論
將
口　
　
　

知し

る　

君き
み

が
将し
よ
う

を
論ろ
ん

ず
る
口く
ち　

８　

似
予
識
畫
眼　
　
　

予よ

が
画が

を
識し

る
眼め

に
似に

る
を

９　

笑
指
塵
壁
閒　
　
　

笑わ
ら

っ
て
塵じ
ん

壁ぺ
き

の
間か
ん

を
指さ

し
て

10　

此
是
老
牛
戩　
　
　

此こ

れ
は
是こ

れ
老ろ
う

牛ぎ
ゆ
う

戩せ
ん

な
り
と

11　

平
生
師
衞
玠　
　
　

平へ
い

生ぜ
い　

衛え
い

玠か
い

を
師し

と
す



380

南山読蘇会

三

12　

非
意
嘗
理
遣　
　
　

非ひ

意い

も
嘗か
つ

て
理り

を
も
っ
て
遣や

る

13　

愬
君
定
何
人　
　
　

君き
み

を
愬う
つ
た

う
る
は
定さ
だ

め
て
何な
に

人び
と

ぞ

14　

未
用
市
朝
顯　
　
　

未い
ま

だ
市し

朝ち
よ
う

に
顕あ
ら
わ

す
を
用も
ち

い
ず

15　

置
之
勿
復
道　
　
　

之こ
れ

を
置お

い
て
復ま

た
道い

う
こ
と
勿な

か
れ

16　

世
俗
固
多
舛　
　
　

世せ

俗ぞ
く　

固ま
こ
と

に
舛た
が

う
こ
と
多お
お

し

17　

歸
去
亦
何
須　
　
　

帰か
え

り
去さ

る
に
亦ま

た
何な
に

を
か
須も
ち

い
ん

18　

單
車
度

　
　
　

単た
ん

車し
や

も
て
こ
う

・
べ
ん

を
度わ
た

ら
ん

19　

如
蟲
得
羽
化　
　
　

虫む
し

の
羽う

化か

す
る
を
得え

た
る
が
如ご
と

く

20　

已
脫
安
用
　
　
　

已す
で

に
脱だ
つ

し
て
安い
ず

く
ん
ぞ
繭ま
ゆ

を
用も
ち

い
ん

21　

家
書
空　

軸　
　
　

家か

書し
よ　

空む
な

し
く
万ば
ん

軸じ
く

22　

涼
暴
困
舒
卷　
　
　

涼り
よ
う

暴ば
く　

舒じ
よ

巻か
ん

に
困こ
う

ず

23　

念
當
掃
長
物　
　
　

念お
も

う　

当ま
さ

に
長ち
よ
う

物ぶ
つ

を
掃は

い
て

24　

閉
息
默
自
煖　
　
　

息い
き

を
閉と

じ
て
黙も
く

し
て
自
お
の
ず
か

ら
煖あ
た
た

む
べ
し
と

25　

此
畫
聊
付
君　
　
　

此こ

の
画が　

聊い
さ
さ

か
君き
み

に
付ふ

す

26　

幽
處
得
小
展　
　
　

幽ゆ
う

処し
よ

に
小す
こ

し
く
展の

ぶ
る
を
得え

よ

27　

新
詩
勿
縱
筆　
　
　

新し
ん

詩し　

筆ふ
で

を
縦
ほ
し
い
ま
ま

に
す
る
こ
と
勿な

か
れ

28　

羣
吠
驚
邑
犬　
　
　

群む

れ
て
吠ほ

ゆ　

邑ゆ
う

犬け
ん

を
驚お
ど
ろ

か
さ
ん

29　

時
來
未
可
知　
　
　

時と
き

の
来き

た
ら
ん
こ
と
未い
ま

だ
知し

る
可べ

か
ら
ず

30　

妙

待
輪
扁　
　
　

妙み
よ
う

に
け
ず

る
こ
と　

輪り
ん

扁ぺ
ん

を
待ま

て
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四

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。
と
き
に
知
定
州
と
し
て
定
州
に
在
っ
た
。

○
李
端
叔　

李
之
儀
の
こ
と
。
端
叔
は
そ
の
字あ
ざ
な

。
時
に
蘇
軾
の
幕
下
に
在
っ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号

一
五
九
七
の
詩
の
注
を
参
照
。
李
端
叔
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。
○
牛
戩　

字
は
受
禧
。
河
内
（
河
南
省
）
の
人
。
道
士
で
花
鳥
を

画
く
こ
と
に
秀
で
て
い
た
。
宋
・
劉
道
醇
『
宋
朝
名
画
評
』
巻
三
「
花
卉
翎
毛
門
」
に
そ
の
名
が
み
え
、「
尤
も
画
を
好
み
、
其
の
長
ず

る
所
は
翎れ
い

毛も
う

な
り
」
と
あ
る
。

１
○
西
戎　

西
方
異
民
族
の
総
称
。
こ
こ
で
は
、
西
北
地
方
を
お
さ
え
て
し
ば
し
ば
宋
を
脅
か
し
た
西
夏
を
い
う
。
２
○
廃
食　

食
事
を

と
ら
な
い
こ
と
。『
列
子
』
天
瑞
篇
に
、「
杞
の
国
に
、
人
の
天
地
崩
墜
し
て
身
寄
す
る
所
亡な

か
ら
ん
こ
と
を
憂
え
て
寝
食
を
廃
す
る
者
有

り
」
と
あ
る
。
３
○
王
師
一
句　

王
師
は
天
子
の
軍
隊
。『
詩
経
』
周
頌
「
酌
」
に
、「
於あ
あ　

鑠し
や
くな
る
王
師
、
遵も
つ

て
時こ

の
晦
を
養と

れ
、
時こ

れ

純お
お

い
に
熙か
が
やか
ん
」
と
あ
る
。
陳
は
、
陣
を
し
く
こ
と
。『
春
秋
穀
梁
伝
』
荘
公
八
年
に
、「
善
き
師い
く
さは
陳
せ
ず
」
と
あ
る
。
宋
本
、
王
本
は

陣
に
つ
く
る
。
４
○
賊
塁　

賊
の
と
り
で
。
白
居
易
「
裴は
い

晉し
ん

公こ
う

が
女
几
山
に
て
石
に
刻
め
る
詩
の
後
に
題
す　

び
に
序
」（『
白
居
易
集

箋
校
』
巻
三
〇
）
に
、「
賊
骨　

化
し
て
土
と
為
り
、
賊
塁　

犂す

か
れ
て
田
と
為
る
」
と
あ
る
。
○
　

た
い
ら
げ
る
こ
と
。『
旧
唐
書
』

馬ば

燧す
い

伝
に
、「
群
兇
を
せ
ん

滅め
つ

し
、
四
方
を
砥し

平へ
い

せ
ん
」
と
あ
る
。
５
○
守
辺
一
句　

守
辺
は
、
辺
境
を
守
る
こ
と
。
得
士
は
、
有
能
の
人

を
得
る
こ
と
。『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
、「
安
く
に
か
猛
士
を
得
て
四
方
を
守
ら
し
め
ん
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
東
方
朔
伝
に
、「
士

を
得
る
者
は
彊つ
よ

く
、
士
を
失
う
者
は
亡
ぶ
」
と
あ
る
。
６
○
要
而
簡　

簡
潔
で
要
を
得
て
い
る
こ
と
。
隋
・
薛
道
衡
「
老
氏
の
碑
」（『
薛

道
衡
集
』）
に
、「
其
の
辞
は
簡
に
し
て
要
、
其
の
旨
は
深
く
し
て
遠
し
」
と
あ
る
。
７
○
論
将　

武
将
の
優
劣
を
論
じ
る
こ
と
。『
漢
書
』

張
馮
汲
鄭
伝
の
賛
に
、「
張
ち
よ
う

釈し
や
く

之し

の
守
法
、
馮ふ
う

唐と
う

の
論
将
、
汲き
ゆ
う

黯あ
ん

の
正
直
、
鄭て
い

当と
う

時じ

の
推
士
、
是か

く
の
如
く
あ
ら
ず
ん
ば
亦
た
何
を
以

て
か
名
を
成
さ
ん
」
と
あ
る
。
８
○
似
予　

宋
本
、
王
本
は
似
我
に
つ
く
る
。
９
○
塵
壁　

埃
に
ま
み
れ
た
壁
。
白
居
易
「
流
溝
寺
の
古

松
に
題
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
三
）
に
、「
松
の
老
い
た
る
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
塵
壁
を
看
よ
、
死
却
せ
り　

詩
を
題
す
る
幾

許
の
人
」
と
あ
る
。
10
○
牛
戩　

詩
題
の
注
を
参
照
。
11 

12
○
衛
玠
・
非
意
二
句　

衛
玠
は
、
西
晉
の
司
空
で
あ
っ
た
衛
か
ん

の
孫
。
字
は

叔
宝
。
容
姿
、
人
柄
と
も
に
す
ぐ
れ
た
名
士
と
し
て
知
ら
れ
た
。『
晉
書
』
衛

伝
に
、「
玠　

嘗
て
人
の
及
ば
ざ
る
有
る
を
以
て
情
を
以

て
恕ゆ
る

す
可べ

く
、
非
意
に
相あ
い

干お
か

す
も
理
を
以
て
遣や

る
可
し
、
故
に
終
身
喜き

慍お
ん

の
容
を
見あ
ら
わさ
ず
」
と
あ
る
。
嘗
は
、『
合
注
』
で
は
常
に
作
る
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五

が
こ
こ
は
『
晉
書
』
の
記
載
を
踏
ま
え
、
施
注
に
拠
っ
て
嘗
と
す
る
。
非
意
は
、
不
本
意
で
あ
る
こ
と
。「
孔
密
州
が
五
絶
に
和
す
」
そ

の
五
「
堂
後
の
白
牡
丹
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
四
三
頁
）
の
注
も
参
照
。
一
韓
智

の
「
聞
書
」
に
、「
知
ラ
ザ
ル
事
ヲ
ヲ
シ
ツ

ケ
テ
ト
カ
ニ
ヲ
ト
ス
事
ア
レ
バ
、
我
ハ
更
ニ
サ
ワ
ナ
イ
ト
云
（
ヒ
）
テ
理
ヲ
以
テ
ヤ
リ
テ
ヲ
フ
ト
云
（
ヒ
）
テ
、
ヲ
シ
ツ
ケ
ラ
レ
テ
オ
ル

ゾ
」（『
四
河
入
海
』
十
二
の
二
）
と
記
す
。
二
句
は
、
蘇
軾
が
衛
玠
に
な
ら
っ
て
、
不
本
意
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
道
理
を
念
じ
て
や
り
す

ご
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
13 

14
○
愬
君
・
未
用
二
句　
『
論
語
』
憲
問
篇
に
、
子
路
を
主
君
の
季
孫
に
讒
言
し
た
公
伯
寮
を
、
子
服
景

伯
が
殺
し
て
曝
し
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
か
と
孔
子
に
申
し
出
る
条
が
あ
り
、「
公こ

う

伯は
く

寮り
よ
う

　

子し

路ろ

を
季き

孫そ
ん

に
愬
う
。
子し

服ふ
く

景け
い

伯は
く　

以
て
告
げ

て
曰
く
、
夫
子　

固ま
こ
とに
惑
え
る
志
有
り
。
公
伯
寮
に
於
い
て
は
、
吾
れ
力
ち
か
ら

猶
お
能
く
諸こ

れ
を
市
朝
に
肆さ
ら

さ
ん

と
」
と
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
孔
子
は
、
道
が
行
わ
れ
る
の
も
廃
れ
る
の
も
天
命
だ
と
言
っ
て
、
動
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
二
句
は
、
李
之
儀
を
讒
言
し
た

者
が
誰
で
あ
っ
て
も
殺
し
て
曝
す
こ
と
は
無
用
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
15
○
勿
復
道　

杜
甫「
興
を
遣
る　

二
首
」そ
の
一（『
杜
詩
詳
注
』

巻
七
）
に
、「
声
を
呑
ん
で
復
た
道
う
こ
と
勿
れ
、真
宰　

意　

茫
茫
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
柳
宗
元
「
法
華
寺
に
西
亭
を
構
う
」
詩
（『
柳

河
東
集
』
巻
四
三
）
に
は
、「
之
を
置
い
て
復
た
道
う
こ
と
勿
れ
、
且し
ば

ら
く
須
臾
の
閑し
ず

け
き
に
寄
せ
ん
」
と
あ
る
。
16
○
多
舛　

舛
は
、

意
に
そ
む
く
こ
と
。
思
い
通
り
に
い
か
ぬ
こ
と
。
王
勃
「
滕
王
閣
詩
の
序
」（『
王
子
安
集
』
巻
五
）
に
、「
嗟あ

乎あ　

時
運　

斉と
と
のわ
ず
、
命

途　

舛
う
こ
と
多
し
」
と
あ
る
。
17
○
帰
去　

蘇
軾
が
職
を
辞
し
て
帰
隠
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
一
韓
智

は
、「
坡
（
ノ
）
言
（
フ
コ

コ
ロ
）
ハ
、
哲
宗
元
祐
ノ
後
ニ
ハ
、
又
た
熙
豊
党
ヲ
用
フ
ベ
キ
ト
テ
、
紹
聖
元
年
ト
改
メ
ラ
ル
ル
ゾ
、
サ
ル
程
ニ
、
サ
ア
ラ
バ
、
我
レ
ナ

ン
ド
モ
罪
ニ
逢
（
フ
）
ベ
キ
ホ
ド
ニ
帰
去
（
セ
）
ン
ト
思
フ
ゾ
」
と
い
う
。
こ
こ
は
こ
の
説
に
従
う
。
18
○
単
車　

供
の
車
を
伴
わ
な
い

た
だ
一
台
の
車
。『
史
記
』
魏
公
子
伝
に
、
兵
権
を
奪
わ
れ
よ
う
と
し
た
魏
の
将
軍
晉
鄙
が
信
陵
君
に
、「
今　

吾
れ
十
万
の
衆
を
擁
し
て

境
上
に
屯た
む
ろす
。
国
の
重
任
な
り
。
今　

単
車
も
て
来
た
り
て
之
に
代
わ
ら
ん
と
す
る
は
如
何
ぞ
や
」
と
言
っ
た
と
あ
る
。
○

　

山

と

池
。

山
は
函
谷
関
の
東
に
在
る
。

池
も
洛
陽
の
西
に
在
っ
て
、い
ず
れ
も
蘇
軾
が
蜀
へ
帰
る
に
は
経
由
す
る
地
に
あ
た
る
。『
史

記
』
留
侯
世
家
に
、左
右
の
大
臣
が
劉
邦
に
洛
陽
（
雒
陽
）
を
都
に
す
る
よ
う
勧
め
て
、「
雒
陽
は
東
に
成
皋
有
り
、西
に

黽べ
ん

有
り
、（
黄
）

河
に
倍そ
む

き
、
伊
（
水
）
雒
（
水
）
に
向
か
う
。
其
れ
固
き
こ
と
亦
た
恃た
の

む
に
足
ら
ん
」
と
奏
上
し
た
と
あ
る
。
19

20
○
如
虫
・
已
脱
二
句　

羽
化
は
、
さ
な
ぎ
が
変
態
し
て
羽
が
は
え
、
成
虫
に
な
る
こ
と
。
一
韓
智

は
、「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
蚕
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六

ノ
羽
化
シ
テ
ハ
、
繭
ヲ
用
イ
ザ
ル
ガ
如
ク
ニ
、
帰
休
シ
テ
後
ハ
、
世
ノ
憂
患
ノ
纏
縛
ヲ
脱
シ
テ
、
縛
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
用
イ
ザ
ル
ゾ
」
と

い
う
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
七
九
の
詩
の
注
も
参
照
。
21
○
家
書　

家
蔵
の
書
籍
。
韓
愈
「
諸
葛
覚
が
随

州
に
往
き
て
書
を
読
む
を
送
る
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
八
）
に
、「
ぎ
よ
う

侯　

家
に
書
多
く
、
挿
架
す
る
こ
と
三
万
軸
」
と
あ
る
。
22
○

涼
暴　

虫
干
し
。
漢
・
崔
寔
『
四
民
月
令
』
に
、「
七
月
七
日
、
…
…
経
書
及
び
衣
裳
を
曝
む
し
ぼ
しす
」
と
あ
る
。
宋
本
、
王
本
、
施
注
は
暴
を

曝
に
つ
く
る
。
23
○
長
物　

無
用
な
物
。『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
に
、
晉
の
王
恭
が
、
簟て
ん

（
た
か
む
し
ろ
）
を
無
心
し
て
き
た
族
父
の
王

忱し
ん

に
一
つ
し
か
な
い
簟
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
驚
い
た
王
忱
に
、「
丈
人
は
恭
を
悉し
つ

せ
ず
、
恭
の
人
と
作な

り
長
物
無
し
」
と
言
っ
た

と
あ
る
。
24
○
閉
息
一
句　

閉
息
は
、
呼
吸
を
と
と
の
え
る
こ
と
。
蘇
軾
は
、「
養
生
訣　

張
安
道
に
上
た
て
ま
つる
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
七
三
）

で
閉
息
に
注
し
て
、「
閉
息
は
最
も
是こ

れ
道
家
の
要
妙
な
り
。
先
ず
須
ら
く
目
を
閉
じ
て
慮
を
浄き
よ

く
し
、
妄
想
を
掃
滅
す
べ
し
。
心
源
を

し
て
湛た
ん

然ぜ
ん

た
ら
し
め
、
諸
念
を
し
て
起
こ
ら
ざ
ら
し
め
ば
、
自
お
の
ず
から
息
を
出
入
す
る
こ
と
調と
と
の匀
う
る
を
覚
ゆ
」
と
記
し
て
い
る
。
自
煖
は
、

ひ
と
り
で
に
身
体
が
温
ま
る
こ
と
。
蘇
軾
は
、「
臘
日　

孤
山
に
遊
び
、
恵
勤
・
恵
思
二
僧
を
訪
う
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊

二
〇
〇
頁
）
で
、「
紙
窓　

竹
屋　

深
う
し
て
自
お
の
ず
から
暖
か
な
り
、
褐
を
擁
し
坐
睡
し
て
円
蒲
に
依
る
」
と
詠
じ
て
い
る
。
25
○
此
画　

牛

戩
の
「
鴛
鴦
竹
石
図
」
を
指
し
て
言
う
。
26
○
幽
処　

も
の
静
か
な
と
こ
ろ
。
常
建
「
破
山
寺
の
後
禅
院
に
題
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻

一
四
四
）
に
、「
竹
逕　

幽
処
に
通
じ
、
禅
房　

花
木
深
し
」
と
あ
る
。
27
○
縱
筆　

思
っ
た
ま
ま
を
書
く
こ
と
。
28
○
群
吠
一
句　
『
楚

辞
』
九
章
の
「
懐
沙
」
に
、「
邑
犬
の
群
れ
て
吠
ゆ
る
は
、
怪
し
む
所
を
吠
ゆ
る
な
り
」
と
あ
る
。
一
韓
智

は
、「
世
間
ノ
人
ハ
犬
ノ
如

（
ク
）
ニ
シ
テ
、
ヒ
ヤ
ツ
ヒ
ヤ
ツ
ト
吠
（
ヱ
）
テ
、
ナ
ニ
カ
ナ
キ
出
（
ダ
）
シ
テ
訴
（
ヘ
ン
）
ト
思
（
フ
）
ニ
ト
云
（
フ
）
ゾ
」
と
言
う
。

29
○
時
来
一
句　

時
来
は
、
好
機
が
到
来
す
る
こ
と
。
杜
甫
「
興
を
遣
る　

三
首
」
そ
の
三
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
に
、「
時
来
た
り
て

材
力
を
展の

ぶ
れ
ば
、
先
後　

醜
好
無
し
」
と
あ
る
。
未
可
知
は
、
白
居
易
「
宝
暦
二
年
八
月
三
十
日
夜　

夢
の
後
に
作
る
」
詩
（『
白
居

易
集
箋
校
』
巻
二
四
）
に
、「
塵
纓
の
忽
ち
解
く
る
は
誠
に
喜
ぶ
に
堪
う
、
世
網
の
重
ね
て
来
た
る
は
未
だ
知
る
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

30
○
妙

一
句　
『
荘
子
』
天
道
篇
に
、
輪
扁
（
車
大
工
の
扁
）
が
斉
の
桓
公
に
車
輪
の
削
り
方
の
コ
ツ
を
、「
輪
を

る
に
、
徐お
も
むろ
に
す

れ
ば
則
ち
甘
に
し
て
固
か
ら
ず
、
疾す
み

や
か
に
す
れ
ば
則
ち
苦
に
し
て
入
ら
ず
。
徐
ろ
な
ら
ず
疾
や
か
な
ら
ざ
る
は
、
之
を
手
に
得
て
、
心

に
応
ず
」
と
説
い
て
い
る
。
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七

　

あ
な
た
が
西
夏
へ
の
備
え
を
論
じ
ら
れ
る
の
を
聞
い
て
い
る
と
、
食
事
を
と
る
こ
と
も
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

王
の
軍
隊
は
も
と
も
と
陣
を
布
か
ぬ
も
の
、
賊
の
砦
な
ど
攻
め
落
と
す
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

辺
境
の
守
り
は
よ
き
士
を
得
る
こ
と
が
第
一
、
こ
の
言
葉
は
簡
潔
で
要
を
得
て
い
ま
す
。
大
将
の
優
劣
を
語
る
あ
な
た
の
お
話

は
、
画
の
良
し
悪
し
を
見
き
わ
め
る
わ
た
し
の
眼
力
と
同
じ
だ
と
知
り
ま
し
た
。
埃
ま
み
れ
の
お
寺
の
壁
を
笑
っ
て
指
さ
し
て
、

こ
こ
に
掛
か
っ
て
い
る
の
は
あ
の
牛
戩
の
作
だ
と
認
め
た
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
平
生
か
ら
衛
玠
を
師
と
し
て
、
不
本
意
な
目
に
あ
っ
て
も
道
理
を
念
じ
て
や
り
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
あ
な
た
を
讒

言
し
た
の
は
い
っ
た
い
誰
で
し
ょ
う
か
、
と
は
い
え
誅
し
て
市
に
曝
す
こ
と
な
ど
無
用
で
す
。
放
っ
て
お
い
て
何
も
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
な
、
こ
の
世
に
思
い
通
り
に
な
ら
ぬ
こ
と
は
多
い
も
の
で
す
。

　

故
郷
に
隠
退
す
る
身
に
何
が
要
り
ま
し
ょ
う
か
、一
台
の
車
で

山
と

池
を
越
え
て
ま
い
り
ま
す
。
羽
化
し
た
虫
の
よ
う
に
、

脱
ぎ
捨
て
た
繭
は
も
は
や
不
要
な
の
で
す
。

　

家
蔵
の
書
画
は
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
、
虫
干
し
す
る
に
も
難
儀
す
る
ほ
ど
で
す
。
無
用
の
品
は
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
処
分
し
て
、

閉
息
法
で
呼
吸
を
整
え
て
静
か
に
体
を
内
側
か
ら
暖
め
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
画
は
ひ
と
ま
ず
あ
な
た
に
差
し
上

げ
ま
し
ょ
う
、
も
の
静
か
な
と
こ
ろ
に
さ
り
げ
な
く
掛
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

詩
を
作
る
時
に
は
思
っ
た
事
を
詠
ま
な
い
よ
う
に
な
さ
れ
よ
、
そ
の
あ
た
り
の
犬
ど
も
が
う
る
さ
く
吠
え
た
て
る
で
し
ょ
う
か

ら
。
い
つ
ま
た
時
流
が
め
ぐ
っ
て
く
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
輪
扁
（
の
よ
う
な
目
利
き
）
が
現
れ
て
あ
な
た
の
才
能
を
引

き
出
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
と
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
担
当　

中　

裕
史
）
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八

一
九
九
六
（
施
三
四
―
三
五
）

次

聰
上
人
見
寄

聡そ
う

上し
よ
う

人に
ん

が
寄よ

せ
ら
る
る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

前
身
本
同
社　
　
　

前ぜ
ん

身し
ん　

本も

と
同ど
う

社し
や

２　

宿
業
獨
臨
邊　
　
　

宿し
ゆ
く

業ご
う　

独ひ
と

り
辺へ
ん

に
臨の
ぞ

む

３　

一
悟　

空
老　
　
　

一ひ
と

た
び
鏡き
よ
う

空く
う

老ろ
う

な
る
を
悟さ
と

っ
て

４　

始
知
圓
澤
賢　
　
　

始は
じ

め
て
円え
ん

沢た
く

が
賢け
ん

な
る
を
知し

る

５　

歸
心
忘
犢
佩　
　
　

帰き

心し
ん　

犢と
く

を
佩お

ぶ
る
を
忘わ
す

る

６　

生
術
寄
羊
　
　
　

生せ
い

術じ
ゆ
つ　

羊ひ
つ
じ

を
鞭む
ち

う
つ
に
寄よ

せ
ん

７　

不
似
歐
陽
子　
　
　

似に

る
ま
じ　

欧お
う

陽よ
う

子し

が

８　

空
留
六
一
泉　
　
　

空む
な

し
く
六ろ
く

一い
つ

泉せ
ん

を
留と
ど

む
る
に
は

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
五
十
九
歳
の
作
。

○
聡
上
人　

思し

聡そ
う

の
こ
と
。
聞も
ん

復ぷ
く

と
も
い
う
。
杭
州
の
僧
侶
。
蘇
軾
「
銭
塘
の
僧
思
聡
の
孤
山
へ
帰
る
を
送
る
叙
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻

一
〇
）
に
、「
銭
塘
の
僧
思
聡
、七
歳
に
し
て
善よ

く
琴
を
弾
じ
、十
二
に
し
て
琴
を
捨や

め
て
書
を
学
ぶ
。
書
既
に
工た
く

み
な
り
。
十
五
に
し
て
、

書
を
捨や

め
て
詩
を
学
び
、
詩
に
奇
語
有
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
蘇
軾
「
思
聡
が
名
の
説
」（
同
上
）
に
、「
法
恵
円
師
の
小
童
彭
九
、
年

十
一
に
し
て
、
琴
を
善よ

く
し
、
応
対
明
了
に
し
て
成
人
の
如
し
。
自
ら
言
う
、
未
だ
法
名
有
ら
ず

と
。
而
し
て
師
を
同
じ
く
す
る
も

の
は
皆
な
思
の
字
を
聯つ
ら

ね
た
り
、
遂
に
与た
め

に
思
聡
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。
思
聡
の
元
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

１
○
前
身
一
句　

社
は
、
仏
教
修
行
の
結
社
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
一
八
の
詩
の
注
を
参
照
。
蘇
軾
は
、
自
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九

分
が
前
世
で
は
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
蘇
軾
「
陳
師
仲
主
簿
に
答
う
る
書
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
四
九
）
に
、「
杭
州
に
在
り
て

嘗か
つ

て
寿
星
院
に
遊
ぶ
に
、門
に
入
れ
ば
便す
な
わち
曽か
つ

て
到
れ
り
と
悟
り
て
、能
く
其
の
院
後
の
堂
殿
山
石
の
処
を
言
う
。
故
に
詩
中
に
嘗
て

前

生
已す
で

に
到
る

の
語
有
り
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
張
子
野
が
三
絶
句
を
寄
せ
ら
る
る
に
和
す
、
旧
遊
に
過よ
ぎ

る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
三
冊
六
〇
一
頁
）
を
参
照
。
２
○
宿
業
一
句　

宿
業
は
、前
世
で
な
し
た
善
悪
の
所
業
。『
長
阿
含
経
』
大
本
経
（『
大
正
蔵
』
第
一
巻
）

に
、「

ち
ょ
う
ひ

の
形
ぎ
よ
う

相そ
う

具そ
な

わ
る
、
宿
業
の
成
す
所
な
り
」（

は
、
ま
っ
す
ぐ
の
太ふ
と

腿も
も

）
と
あ
る
。
臨
辺
は
、
辺
境
に
あ
る
こ
と
。
こ
こ

で
は
蘇
軾
が
定
州
に
あ
る
こ
と
を
さ
す
。
杜
甫
「
諸
将　

五
首
」
そ
の
三
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
六
）
に
「
稍や

や
喜
ぶ　

臨
辺
の
王
相
国
、

肯あ

え
て
金
甲
を
銷と

か
し
て
春
農
を
事
と
す
る
を
」
と
あ
る
。
３
○
一
悟
一
句　

鏡
空
は
、
僧
の
名
。
こ
こ
で
は
、
蘇
軾
が
自
ら
を
鏡
空
に

な
ぞ
ら
え
て
い
う
。
老
は
敬
っ
た
言
い
方
。
そ
の
逸
話
は
、『
太
平
広
記
』
巻
三
八
八
に
引
く
李り

玫ば
い
『
纂さ
ん

異い

記き

』
の
「
斉
君
房
」
に
み
え
る
。

唐
の
元
和
初
め
、
四
十
五
歳
に
な
っ
た
斉
君
房
は
、
旅
先
の
銭
塘
で
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
胡
人
の
僧
侶
か
ら
「
法
師
」
と
呼

ば
れ
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
胡
僧
は
「
子し

は
洛
中
の
同
徳
寺
に
法
華
経
を
講
ず
る
を
憶お
ぼ

え
ざ
る
か
」
と
、
斉
君
房
が
前
生
で
は
僧

侶
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
、食
べ
る
と
前
生
は
お
ろ
か
過
去
や
未
来
の
こ
と
も
わ
か
る
と
い
う
拳
ほ
ど
も
あ
る
棗
を
鉢
嚢
か
ら
取
り
出
し
た
。

斉
君
房
が
そ
れ
を
食
べ
る
と
、
同
徳
寺
で
法
華
経
を
講
じ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
た
。
斉
君
房
は
、
そ
れ
か
ら
霊
隠
寺
へ

い
き
、
鏡
空
と
い
う
僧
侶
と
な
っ
た
。
４
○
始
知
一
句　

円
沢
は
、
唐
の
洛
陽
恵
林
寺
の
僧
の
名
。
こ
こ
で
は
、
思
聡
を
円
沢
に
な
ぞ
ら

え
て
い
う
。
円
沢
が
友
人
の
李
源
と
旅
を
し
た
折
に
、
一
人
の
婦
人
を
見
か
け
て
、
自
分
は
こ
の
婦
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
が
、

十
三
年
後
の
中
秋
の
月
の
夜
に
杭
州
の
天
竺
寺
の
外
で
逢
お
う
と
、
李
源
に
約
束
し
て
死
ん
だ
。
李
源
が
そ
の
言
葉
に
従
っ
て
赴
く
と
、

円
沢
は
葛か
つ

洪こ
う

川せ
ん

（
杭
州
城
外
の
葛か
つ

嶺れ
い

の
付
近
）
の
ほ
と
り
で
牧
童
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
。
蘇
軾
「
僧
円
沢
の
伝
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻

一
三
）
を
参
照
。
円
沢
は
、『
太
平
広
記
』
巻
三
八
七
に
引
く
唐
・
袁え
ん

郊こ
う

『
甘か
ん

沢た
く

謡よ
う

』
で
は
、
円
観
と
さ
れ
て
い
る
。
蘇
軾
「
永
楽
に
過よ
ぎ

れ
ば
、
文も
ん

長ち
よ
う

老ろ
う　

已
に
卒し
ゆ
つせ
り
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
三
三
二
頁
）
を
参
照
。
５
○
帰
心　

帰
郷
の
念
。
こ
こ
で
は
、
一

韓
智

の
聞
書
に
「
坡
（
ノ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、我
レ
定
州
ノ
守
ト
ナ
ル
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
、帰
心　

常
（
ニ
）
杭
州
（
ニ
）
在
（
ル
）

ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
九
の
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
杭
州
へ
再
び
戻
り
た
い
と
い
う
蘇
軾
の
心
情
を
い
う
。
○
犢
佩　

漢
の
龔
き
よ
う

遂す
い

は
、

七
十
歳
に
な
っ
て
渤
海
の
知
事
に
赴
任
し
、「
民
に
刀
剣
を
帯
持
す
る
者
有
ら
ば
、
剣
を
売
り
牛
を
買
わ
し
め
、
刀
を
売
り
犢
（
黄
色
の
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一
〇

小
牛
）
を
買
わ
し
め
、
曰
く

何な
ん

為す

れ
ぞ
牛
を
帯
び
犢
を
佩
び
ん

と
」
と
、
奢
侈
を
好
み
田
作
り
し
な
か
っ
た
民
を
、
農
作
に
従
事
さ

せ
た
故
事
（『
漢
書
』
龔
遂
伝
）
を
用
い
る
。
蘇
軾
「
山
村　

五
絶
」
そ
の
二
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
〇
七
頁
）
を
参
照
。
６

○
生
術
一
句　

生
術
は
、
長
生
の
術
。『
列
子
』
説
符
篇
に
、「
昔
人　

不
死
の
道
を
知
る
者
有
り
と
言
う
…
…
若も

し
然し
か

ら
ば
、
死
者
奚な
ん

為す

れ
ぞ
生
術
を
言
う
能あ
た

は
ざ
ら
ん
哉や

」
と
あ
る
。
羊
鞭
は
、
よ
く
養
生
す
る
者
の
あ
り
方
を
示
す
。『
荘
子
』
達
生
篇
に
、「
善
く
生
を
養
う

者
は
、
羊
を
牧
す
る
が
若ご
と

く
然し
か

り
、
其
の
後お
く

る
る
者
を
視み

て
之
に
鞭む
ち

う
つ
」
と
あ
る
。
７
８
○
不
似
・
空
留
二
句　

六
一
泉
は
、
杭
州
に

あ
る
泉
の
名
。
欧
陽
修
の
号
で
あ
る
六
一
居
士
に
由
来
す
る
。
蘇
軾
は
欧
陽
修
が
亡
く
な
っ
て
十
八
年
後
の
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
に

杭
州
知
事
と
な
り
、
欧
陽
修
と
交
わ
り
の
深
か
っ
た
杭
州
の
僧
恵え

勤ご
ん

の
旧
居
を
訪
れ
た
。
恵
勤
は
す
で
に
亡
か
っ
た
が
、
恵
勤
の
二
人
の

弟
子
が
欧
陽
修
と
恵
勤
の
肖
像
を
守
っ
て
い
た
。
蘇
軾
が
来
て
数
か
月
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、
講
堂
の
後
方
の
孤
山
の
跡
か
ら
泉
が
涌
き
出

し
、
蘇
軾
は
そ
れ
に
「
六
一
泉
」
と
名
付
け
た
。
蘇
軾
「
六
一
泉
の
銘　

び
に
序
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
一
九
）
に
詳
し
い
経
緯
が
み
え

る
。
こ
こ
で
は
、
一
韓
智

の
聞
書
に
「
坡
（
ノ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
欧
公
ハ
名
ヲ
杭
ニ
留
（
メ
）
テ
六
一
泉
ト
云
（
フ
）
ハ
ア
レ

ド
モ
、
其
（
ノ
）
身
ハ
終
ニ
杭
ヘ
ハ
到
（
ラ
）
ザ
（
ル
）
ゾ
。
我
（
レ
）
ハ
然
（
ラ
）
ザ
（
ル
）
ゾ
、
是
（
レ
）
ヨ
リ
サ
キ
ニ
、
已
ニ
杭

ニ
倅
タ
ル
ガ
、
以
後
又
（
タ
）
杭
ニ
到
（
ル
）
可
（
キ
）
程
ニ
ゾ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
軾
は
、
欧
陽
修
が
杭
州
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
、

た
だ
六
一
泉
に
そ
の
名
を
留
め
る
の
み
で
あ
っ
た
の
と
は
違
い
、
自
ら
再
訪
し
た
い
と
詠
ず
る
。

　

前
世
で
は
あ
な
た
と
一
緒
に
修
行
し
た
身
で
す
の
に
、
宿
業
で
今
世
で
は
ひ
と
り
最
果
て
の
地
を
守
り
お
り
ま
す
。
自
分
が
鏡

空
翁
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
は
じ
め
て
あ
な
た
が
円
沢
と
い
う
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

杭
州
に
帰
り
た
く
て
領
民
に
耕
作
を
促
す
務
め
も
忘
れ
て
し
ま
う
あ
り
さ
ま
で
す
が
、
養
生
の
術
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
む

な
し
く
杭
州
に
「
六
一
泉
」
の
名
を
残
し
た
だ
け
の
欧
陽
先
生
の
よ
う
に
は
な
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
九
七
（
施
三
四
―
三
六
）

次

王
雄
州
還
朝
留
別
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一
一

王お
う

雄ゆ
う

州し
ゆ
うが
朝ち
よ
うに
還か
え

る
と
き
に
留
り
ゆ
う

別べ
つ

す
る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

老
李
威
名
八
十
年　
　
　

老ろ
う

李り

が
威い

名め
い　

八は
ち

十じ
ゆ
う

年ね
ん

２　

壁
閒
精
悍
見
遺
顏　
　
　

壁へ
き

間か
ん　

精せ
い

悍か
ん

に
し
て　

遺い

顔が
ん

を
見み

る

３　

自
聞
出
守
風　

似　
　
　

出い

で
て
守し
ゆ

と
し
て
風ふ
う

流り
ゆ
う

の
似に

た
り
と
聞き

い
て
自よ

り

４　

稍
覺
承
平
氣
象
還　
　
　

稍や

や
覚お
ぼ

ゆ　

承し
よ
う

平へ
い

の
気き

象し
よ
う

の
還か
え

る
を

５　

但
遣
詩
人
歌

杜　
　
　

但た

だ
詩し

人じ
ん

を
し
て
て
い

杜と

を
歌う
た

わ
し
め
ん

６　

不
妨
侍
女
唱
陽
關　
　
　

侍じ

女じ
よ

の
陽よ
う

関か
ん

を
唱う
た

う
を
妨さ
ま
た

げ
ず

７　

內
朝
接
武
知
何
日　
　
　

内な
い

朝ち
よ
う　

武あ
と

を
接つ

ぐ
こ
と　

知し

ん
ぬ　

何い
ず

れ
の
日ひ

ぞ

８　

白
髮
羞
歸
供
奉
班　
　
　

白は
く

髪は
つ　

供ぐ

奉ぶ

の
班は
ん

に
帰か
え

ら
ん
こ
と
を
羞は

ず

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
五
十
九
歳
の
作
。

○
王
雄
州　

王お
う

崇す
う

拯じ
よ
う

（
字あ
ざ
な

は
拯
之
）
の
こ
と
。
雄
州
は
、
今
の
河
北
省
雄
県
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
一
）』
所
収
の
作
品
番
号

一
九
九
四
の
注
を
参
照
。
王
崇
拯
の
元
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

１
○
老
李　

李り

允い
ん

則そ
く

（
九
五
三
〜
一
〇
二
八
）
の
こ
と
。
字あ
ざ
な

は
垂
範
。
威
儀
を
事
と
せ
ず
、
親
し
く
民
と
語
ら
っ
て
、
人
情
を
知
り
、

ま
た
善
く
士し

卒そ
つ

を
撫
い
た
わ

っ
た
。
仁
宗
の
御
代
に
康
州
防
御
使
と
な
り
、
河
北
で
し
ば
し
ば
勲
功
を
建
て
た
。『
宋
史
』
に
伝
が
あ
る
。
○

八
十
年　
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
五
九
の
景
徳
二
年
春
正
月
乙
卯
（
六
日
）
の
条
に
、「
西せ
い

上じ
よ
う

閤こ
う

門も
ん

副
使
の
李
允
則
、
雄
州
に
知
た
り
」

と
あ
る
。
景
徳
二
年
（
一
〇
〇
五
）
か
ら
、
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
ま
で
、
八
十
九
年
の
年
月
を
い
う
。
２
○
壁
間
一
句　

一
韓
智

の
聞
書
に
、「
雄
州
ノ
守
護
処
ニ
ハ
、
允
則
ガ
御
影
ヲ
カ
﹇
画
﹈
イ
テ
置
（
イ
）
タ
ガ
、
其
（
ノ
）
遺
像
ハ
今
（
ニ
）
至
（
ル
）
マ
デ
精

悍
ニ
シ
テ
、チ
ツ
ト
モ
タ
ユ
﹇
弛
﹈
マ
ヌ
ナ
リ
ガ
ア
ル
ゾ
」（『
四
海
入
海
』
巻
一
九
の
三
）
と
あ
る
。
雄
州
に
は
李
允
則
の
肖
像
画
が
残
っ

て
い
た
。
精
悍
は
、
気
力
が
す
る
ど
く
勇
ま
し
い
さ
ま
。『
史
記
』
郭か
く

解か
い

伝
に
、「（
郭
）
解
の
人
と
為
り
は
、
短
小
に
し
て
精
悍
な
り
」
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一
二

と
あ
る
。
３
○
出
守　

都
か
ら
転
出
し
て
地
方
の
知
事
と
な
る
こ
と
。
顔が
ん

延え
ん

之し

「
五
君
の
詠　

五
首
」
そ
の
四
「
阮げ
ん

始し

平へ
い

」（『
文
選
』
巻

二
一
）
に
、「
屢し
ば

し
ば
薦す
す

む
れ
ど
も
官
に
入
ら
ず
、
一
た
び
麾さ
し
ず

し
て
乃す
な
わ

ち
出い

で
て
守し
ゆ

た
り
」
と
あ
る
。
○
風
流　

遺
風
。『
漢
書
』
趙
ち
よ
う

充じ
ゆ
う

国こ
く

辛し
ん

慶け
い

忌き

伝
の
賛
に
、「
其
の
風
声
気
俗
、
古
い
に
し
え

自よ

り
し
て
然し
か

り
。
今
の
歌
謡
慷
慨
し
て
、風
流
猶
お
存
す
る
耳の
み

」
と
あ
る
。
風
流
は
、

『
後
漢
書
』
方
術
伝
の
論
に
、「
漢
世
の
所い
わ

謂ゆ
る

名
士
な
る
者
は
、其
の
風
流
知
る
可べ

き
な
り
」
と
あ
り
、風
雅
な
情
趣
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、『
宋
史
』
李
允
則
伝
に
、「
上
元
旧も

と
燃
燈
せ
ず
、
允
則　

綵さ
い

山ざ
ん

を
結
び
、
優
・
楽
を
聚あ
つ

め
て
夜
縦ほ
し

い
ま
ま
に
遊
ば
し
む
」（
綵

山
は
、
上
元
節
の
際
に
飾
り
付
け
る
や
ぐ
ら
状
の
高
い
舞
台
。
優
・
楽
は
、
芸
人
や
楽
人
）
と
あ
る
よ
う
に
、
李
允
則
が
雄
州
知
事
と
し

て
な
し
た
上
元
の
風
雅
な
遊
び
も
含
め
て
、王
崇
拯
が
そ
の
遺
風
を
継
ぐ
こ
と
を
い
う
。
４
○
承
平　

太
平
の
世
が
つ
づ
く
こ
と
。『
漢
書
』

食
貨
志
に
、「
王
莽
は
漢
の
承
平
の
業
に
因よ

る
」
と
あ
る
。
承
平
の
気
象
は
、
太
平
の
世
の
気
分
を
い
う
。
范
成
大
『
呉
船
録
』
巻
上
に
、

蜀
州
城
外
に
つ
い
て
「
大
抵
は
沃
野
の
在
る
所
に
し
て
、
二
百
年
兵
火
を
見
ず
、
居
民
の
屋
室
は
法
の
如
く
、
承
平
の
気
象
有
り
」
と
あ

る
。
５
○

杜　

凱
旋
を
労ね
ぎ
ら

う
歌
。『
詩
経
』
小
雅
の
詩
篇
の
名
で
、
そ
の
小
序
に
「
役
よ
り
還か
え

る
を
労ね
ぎ
ら

う
な
り
」
と
あ
る
。
６
○
陽

関　
「
陽よ
う

関か
ん

三さ
ん

畳じ
よ
う」
と
称
さ
れ
る
別
れ
の
う
た
。
蘇
軾
「
孫そ
ん

莘し
ん

老ろ
う

が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
…
…
」
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
二
二

頁
）、
お
よ
び
「
孔
密
州
が
五
絶
に
和
す
」
そ
の
一
の
注
（
同
上
第
四
冊
二
三
七
頁
）
を
参
照
。
７
○
内
朝　

天
子
や
諸
侯
が
政
務
を
処

理
し
た
り
休
憩
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』
所
収
の
作
品
番
号
一
六
〇
〇
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
接
武　

足
跡
が
接
し

て
続
く
こ
と
。
転
じ
て
、
物
事
が
次
々
と
起
こ
る
こ
と
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
）』
所
収
の
作
品
番
号
一
七
三
二
の
詩
の
注
を
参
照
。
こ
こ

で
は
、
王
崇
拯
に
続
い
て
蘇
軾
も
朝
廷
に
還
る
こ
と
を
い
う
。
８
○
供
奉
班　

供
奉
は
、
門
下
省
や
中
書
省
の
侍
郎
な
ど
、
天
子
の
近
く

に
勤
め
る
官
僚
の
こ
と
で
、「
供
奉
官
」
と
称
さ
れ
た
。
班
は
、
そ
の
朝
会
の
席
次
を
い
う
。
杜
甫
「
至
日
の
遣け
ん

興き
よ
う、
北ほ
く

省し
よ
うの
旧
閣
老
と

両
院
の
故
人
に
寄よ

せ
奉
た
て
ま
つ

る　

二
首
」
そ
の
二
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
憶お
も

う　

昨か

つ
て
逍
遙
す　

供ぐ

奉ぶ

の
班は
ん

、
去
年
今
日　

龍
顔

に
侍
す
」
と
あ
る
。

　

か
の
李り

允い
ん

則そ
く

の
名
声
が
轟と
ど
ろ

く
こ
と
八
十
年
、
壁
の
肖
像
に
は
精
悍
な
面
差
し
が
遺の
こ

さ
れ
て
い
る
。
王お
う

崇す
う

拯じ
よ
う

ど
の
が
そ
の
風
雅

を
継
が
れ
て
、
太
平
の
気
風
が
再
来
し
た
よ
う
だ
。
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一
三

　

い
ま
は
た
だ
詩
人
に
凱
旋
を
労ね
ぎ
ら

う
「
て
い

杜と

」
の
う
た
を
歌
わ
せ
よ
う
。
こ
こ
の
妓
女
が
別
れ
の
「
陽よ
う

関か
ん

」
の
う
た
を
唱う
た

う
こ

と
も
も
は
や
妨
げ
ま
い
。
あ
な
た
の
後
に
続
い
て
朝
廷
に
参
内
す
る
の
は
い
つ
の
こ
と
か
、
白
髪
あ
た
ま
で
天
子
の
お
側そ
ば

に
戻
る

の
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
。

 

（
担
当　

中　

純
子
）

一
九
九
八
（
施
三
四
―
三
七
）

三
月
二
十
日
多
葉
杏
盛
開

三さ
ん

月が
つ

二は

十つ

日か

、
多た

葉よ
う

の
杏き
よ
う　

盛さ
か

ん
に
開ひ
ら

く

1　

零
露
泫
月
蕊　
　
　

零れ
い

露ろ　

月げ
つ

蕊ず
い

に
泫し
た
た

り

２　

溫
風
散
晴
葩　
　
　

温お
ん

風ぷ
う　

晴せ
い

葩は

を
散さ
ん

ず

３　

春
工
了
不
睡　
　
　

春し
ゆ
ん

工こ
う　

了つ
い

に
睡ね
む

ら
ず

４　

連
夜
開
此
花　
　
　

連れ
ん

夜や

に
此こ

の
花は
な

を
開ひ
ら

か
し
む

５　

芳
心
誰
剪
刻　
　
　

芳ほ
う

心し
ん　

誰た
れ

か
剪せ
ん

刻こ
く

せ
ん

６　

天
質
自
淸
華　
　
　

天て
ん

質し
つ　

自
お
の
ず
か

ら
清せ
い

華か

７　

惱
客
香
有
無　
　
　

客か
く

を
悩な
や

ま
し
て　

香こ
う　

有ゆ
う

無む

８　

弄
粧
影
橫
斜　
　
　

粧し
よ
う

を
弄ろ
う

し
て　

影え
い　

横お
う

斜し
ゃ

９　

中
山
古
戰
國　
　
　

中ち
ゆ
う

山ざ
ん

は
古
い
に
し
え

の
戦せ
ん

国ご
く

10　

殺
氣
浮
高
牙　
　
　

殺さ
つ

気き　

高こ
う

牙が

に
浮う

く
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一
四

11　

叢
臺
餘

服　
　
　

叢そ
う

台だ
い　
け
ん

服ぷ
く

を
余あ
ま

し

12　

易
水
雄
悲
笳　
　
　

易え
き

水す
い　

悲ひ

笳か　

雄ゆ
う

な
り

13　

自
從
此
花
開　
　
　

此こ

の
花は
な

の
開ひ
ら

き
て
自よ従
り

14　

玉
肌
洗
塵
砂　
　
　

玉ぎ
よ

肌つ
き　

塵じ
ん

砂さ

を
洗あ
ら

う

15　

坐
令
游
俠
窟　
　
　

坐い

な
が
ら
游ゆ
う

俠き
よ
う

の
窟く
つ

を
し
て

16　

化
作
溫
柔
家　
　
　

化か

し
て
温お
ん

柔じ
ゆ
う

の
家い
え

と
作な

ら
し
む

17　

我
老
念
江
海　
　
　

我わ

れ
老お

い
て
江こ
う

海か
い

を
念お
も

い

18　

不
飮
空
咨
嗟　
　
　

飲の

ま
ず
し
て
空む
な

し
く
咨し

嗟さ

す

19　

劉
郞
歸
何
日　
　
　

劉り
ゆ
う

郎ろ
う　

帰か
え

ら
ん
こ
と
何い
ず

れ
の
日ひ

ぞ

20　

紅
桃
鑠
殘
霞　
　
　

紅こ
う

桃と
う　

残ざ
ん

霞か

に
鑠か
が
や

か
ん

21　

明
年
花
開
時　
　
　

明め
い

年ね
ん　

花は
な

の
開ひ
ら

か
ん
時と
き

22　

舉
酒
望
三
巴＊　
　
　

酒さ
け

を
挙あ

げ
て
三さ
ん

巴ぱ

を
望の
ぞ

ま
ん

〔
原
注
〕　

蓋
欲
請
梓
州
而
歸
也
（
蓋け
だ

し
梓し

州し
ゆ
う

を
請こ

い
て
帰か
え

ら
ん
と
欲ほ
つ

す
る
な
り
）

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
多
葉
杏　

花
弁
の
多
い
花
を
咲
か
せ
る
杏
。
千
葉
杏
と
も
称
す
る
。
南
宋
・
張
炎
「
三さ
ん

姝し
ゆ

媚び

」
詞
（『
山
中
白
雲
詞
』
巻
一
）
の
詞
牌

の
添
え
書
き
に
、「
海
雲
寺
の
千せ
ん

葉よ
う

杏き
よ
う

二
株
、
奇
麗
に
し
て
観み

る
可べ

し
。
江
南
に
無
き
所
な
り
」
と
あ
る
（
清
・
江こ
う

昱い
く

『
山
中
白
雲
詞
疏

証
』
に
よ
れ
ば
、
海
雲
寺
は
、
南
宋
か
ら
元
に
か
け
て
北
京
に
あ
っ
た
寺
院
の
名
）。

１
○
零
露　

落
ち
る
露
。『
詩
経
』
鄭
風
「
野や

有ゆ
う

蔓ま
ん

草そ
う

」
に
、「
野
に
蔓
草
有
り
、
零
露　

漙た
ん

た
り
」
と
あ
る
。
○
泫　

し
た
た
る
。
謝
霊
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一
五

運
「
斤き
ん

竹ち
く

澗か
ん

従よ

り
嶺み
ね

を
越
え
て
渓け
い

行こ
う

す
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
、「
巖
下
に　

雲　

方は
じ

め
て
合
し
、
花
上
に　

露　

猶
お
泫
る
」
と

あ
る
。
○
月
蕊　

蕊
は
、花
の
し
べ

0

0

。
月
は
、そ
の
白
さ
の
形
容
。
２
○
温
風　

あ
た
た
か
な
風
。『
礼
記
』
月
令
「
季
夏
之
月
」
に
、「
温

風
始
め
て
至
り
、蟋し
つ

蟀し
ゆ
つ

壁
に
居
る
」と
あ
る
。
○
晴
葩　

晴
天
の
も
と
で
咲
く
花
。
３
４
○
春
工
・
連
夜
二
句　

唐
の
則
天
武
后
の
と
き
、

卿
相
た
ち
は
春
の
開
花
に
こ
と
よ
せ
て
、
武
后
を
上
林
に
誘
い
出
す
陰
謀
を
立
て
た
。
こ
れ
に
疑
念
を
抱
い
た
武
后
は
、
以
下
の
詩
を
詠

じ
て
詔
と
し
て
宣
布
し
た
。「
明
朝　

上
苑
に
遊
ぶ
、
火
急　

春
を
報
じ
て
知
ら
し
む
、
花
は
須
す
べ
か
らく
連
夜
に
発ひ
ら

く
べ
し
、
曉
風
の
吹
く
を

待
つ
こ
と
莫
か
れ
」
と
。
朝
に
な
る
と
上
林
の
花
は
あ
ま
ね
く
開
花
し
た
と
い
う
（『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
）。
春
工
は
、
春
の
た
く
み
。
万

物
を
は
ぐ
く
む
者
と
し
て
の
春
を
擬
人
化
し
て
い
う
。『
蘇
軾
詩
注
解
補
（
二
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
〇
九
一
二
の
詩
の
注
を
参
照
。
連

夜
は
、夜
を
徹
し
て
。
宋
之
問
「
広
州
の
朱
長
史
が
宅
に
て
妓
を
観
る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
三
）
に
、「
歌
舞　

須
す
べ
か
らく
連
夜
な
る
べ
し
、

神
仙　

帰
る
を
放ゆ
る

す
莫
か
れ
」
と
あ
る
。
３
４
句
の
注
に
引
く
則
天
武
后
の
詩
を
併
せ
て
参
照
。
５
○
芳
心　

か
ぐ
わ
し
い
花
の
高
潔
な

心
。「
子
由
の

園
中
の
草
木
を
記
す

に
和
す　

十
首
」
そ
の
四
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
九
六
頁
）、及
び
そ
の
十
の
注
（
同

五
〇
六
頁
）
を
参
照
。
○
剪
刻　

切
り
き
ざ
む
。
韓
愈
「
李
花　

二
首
」
そ
の
二
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
五
）
に
、「
誰
か
千せ
ん

地ち

万ば
ん

堆た
い

の
雪
を

将も
つ

て
、
剪
刻
し
て
此
の
連
天
の
花
と
作な

す
」
と
あ
る
。
６
○
天
質　

生
ま
れ
つ
き
の
美
し
い
す
が
た

0

0

0

。「
薄
命
の
佳
人
」
詩
の
注
（『
蘇
東

坡
詩
集
』
第
二
冊
五
二
九
頁
）
を
参
照
。
○
清
華　

清
ら
か
で
美
し
い
こ
と
。
謝
混
「
西
池
に
游
ぶ
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
、「
景
ひ
か
げ

昃か
た
むき
て
鳴め
い

禽き
ん

は
集
ま
り
、
水
木
は
清
華
を
湛た
た

う
」
と
あ
る
。
８
○
影
横
斜　

林
逋
「
山
園
の
小
梅　

二
首
」
そ
の
一
（『
林
和
靖
詩
集
』

巻
二
）
に
、「
疎
影　

横
斜　

水
は
清
浅
、暗
香　

浮
動　

月
は
黄
昏
」
と
あ
る
。
９
○
中
山
一
句　

中
山
は
、定
州
の
古
称
。
戦
国
時
代
、

そ
の
地
に
中
山
国
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。『
太
平
寰
宇
記
』（
巻
六
二
）
定
州
の
条
に
、「
戦
国
の
時
は
中
山
国
と
為な

る
。
後
、
魏
の
併あ
わ

す
る
所
と
為
り
、
亦
た
晉
に
属
し
、
竟つ
い

に
趙
の
併
す
る
所
と
為
れ
り
」
と
あ
る
。
蘇
軾
が
定
州
に
赴
任
す
る
際
の
作
、「
東
府
の
雨
中
に

子
由
と
別
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
選
』
二
六
五
頁
）
に
も
、「
今
年　

中
山
に
去
り
、
白
首　

帰
る
に
期き

無
し
」
と
い
う
。
10
○
殺
気　

戦

争
の
気
配
。
岑
参
「
九
日
、
使
君
の
席
に
て
衛え
い

中ち
ゆ
う

丞じ
よ
うの
長
ち
よ
う

水す
い

に
赴
く
に
餞
は
な
む
けし
奉
る
」
詩
（『
岑
嘉
州
詩
』
巻
五
）
に
、「
台
上
の
霜
風　

草
木
を
凌
ぎ
、
軍
中
の
殺
気　

旌
旗
に
傍そ

う
」
と
あ
る
。
○
高
牙　

そ
ば
だ
つ
牙
旗
。
牙
旗
は
、
将
軍
の
陣
営
に
立
つ
大
き
な
軍
旗
。
潘

岳
「
関か
ん

中ち
ゆ
うの
詩
」（『
文
選
』
巻
二
〇
）
に
、「
桓か
ん

桓か
ん

た
る
梁
り
よ
う

征せ
い

、高
牙　

乃
ち
建
て
り
」
と
あ
る
。
11
○
叢
台
一
句　
『
漢
書
』
趨
陽
伝
に
、
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一
六

「
夫
れ
全
趙
の
時
、
武
力
の
鼎
士　

叢
台
の
下
に

服
す
る
者
、
一
旦　

市
を
成
す
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
「

服
は
、
盛
服
な
り
。

鼎
士
は
、
鼎
を
挙
ぐ
る
士
な
り
。
叢
台
は
、
趙
王
の
台
な
り
。
邯
鄲
に
在
り
」
と
あ
る
（
全
趙
は
、
分
割
さ
れ
る
前
の
趙
）。
12
○
易
水

一
句　

戦
国
時
代
、
秦
王
政
を
暗
殺
す
る
よ
う
、
燕
の
太
子
丹た
ん

の
命
を
受
け
た
荊
軻
が
、
易
水
の
ほ
と
り
で
一
同
に
見
送
ら
れ
つ
つ
、「
風　

蕭
蕭
と
し
て
易
水
寒
く
、
壮
士　

一
た
び
去
っ
て
復
た
還
ら
ず
」
と
歌
っ
た
（『
史
記
』
刺
客
列
伝
の
荊
軻
の
伝
）。
こ
の
時
は
高
漸
離
が

筑
を
撃
ち
、
荊
軻
が
こ
れ
に
和
し
た
と
記
さ
れ
る
。
悲
笳
は
、
悲
し
げ
な
葦あ
し

笛ぶ
え

の
音
。「
是
の
日
、
下げ

馬ば

磧せ
き

に
至
り
、
北
山
の
僧
舎
に
憩

う
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
四
六
七
頁
）
を
参
照
。
以
上
の
二
句
は
、
い
ず
れ
も
定
州
に
関
連
す
る
故
事
を
用
い
る
。

14
○
玉
肌　

白
く
う
る
わ
し
い
肌
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
九
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
七
五
の
詩
の
注
を
参
照
。
15
○
游
俠
窟　

遊

俠
た
ち
の
住
み
か
。
郭
璞
「
遊
仙
詩　

七
首
」
そ
の
一
（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
、「
京
華
は
遊0

俠
の
窟
、
山
林
は
隠
遯
の
棲す
ま
い」
と
あ
る
。

16
○
温
柔
家　

温
か
く
柔
ら
か
な
家
。「
李
邦
直
が

旧
に
感
ず

に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
五
三
頁
）
を
参
照
。

以
上
の
四
句
に
つ
い
て
、
一
韓
智

は
、「
此
（
ノ
）
杏
花
ハ
、
此
処
ニ
生
ジ
ツ
ラ
ウ
ゾ
。
サ
テ
、
此
（
ノ
）
花
開
キ
テ
ヨ
リ
、
其
（
ノ
）

花
ノ
玉
肌
清
冷
ヲ
以
テ
、
戦
国
ノ
塵
沙
臭
穢
ノ
気
ヲ
一
洗
シ
テ
、
游
俠
ノ
ウ
デ
コ
キ

0

0

0

0

ノ
ヲ
ル
処
ノ
窟
宅
ヲ
変
ジ
テ
、
温
柔
ノ
処
ト
ナ
シ
タ

ゾ
」
と
記
す
（『
四
河
入
海
』
巻
一
四
の
三
）。
17
○
江
海　

朝
廷
を
離
れ
た
川
や
海
の
ほ
と
り
。
江
湖
に
同
じ
く
、
隠
遁
者
の
住
ま
う
所

の
た
と
え
。「
呂
希
道
が
和
州
に
知
た
る
を
送
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
三
頁
）
を
参
照
。
18
○
不
飲
一
句　

韓
愈
「
晩

菊
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
四
）
に
、「
今こ
ん

来ら
い　

復
た
飲
ま
ず
、見
る
毎ご
と

に
恒
に
咨
嗟
す
」
と
あ
る
。
19 

20
○
劉
郎
・
紅
桃
二
句　

劉
郎
は
、

唐
の
劉
禹
錫
の
こ
と
。
朗
州
（
湖
南
省
）
に
左
遷
さ
れ
た
劉
は
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
都
の
長
安
に
帰
っ
た
と
き
、
玄
都
観
に
多
く

の
桃
の
木
が
植
え
ら
れ
て
花
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、「
元
和
十
一
年
、
朗
州
自よ

り
召
を
承
け
て
京
に
至
り
、
戯
れ
に
花
を
看

る
諸
君
子
に
贈
る
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
を
作
っ
た
（『
劉
夢
得
文
集
』
巻
四
。
十
一
年
は
、十
年
の
誤
り
と
さ
れ
る
）。
そ
の
転
・
結
句
、

「
玄
都
観
の
裏う
ち　

桃　

千
樹
、
尽
こ
と
ご
と

く
是
れ
劉
郎
が
去
り
し
後
に
栽う

え
た
り
」
の
二
句
が
、
自
分
が
左
遷
さ
れ
た
後
に
取
り
立
て
ら
れ
た

者
を
諷
し
た
も
の
と
さ
れ
、
再
び
連
州
（
広
東
省
）
に
左
遷
さ
れ
た
。
太
和
二
年
（
八
二
八
）
に
都
に
戻
っ
た
と
き
に
は
、
玄
都
観
の
桃

の
木
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
お
り
、
彼
は
更
に
七
言
絶
句
「
再
び
玄
都
観
に
遊
ぶ　

絶
句　

び
に
引
」（
同
）
を
作
っ
た
。
そ
の
引

の
な
か
で
前
の
詩
に
つ
い
て
、「
人
人
皆
な
言
え
ら
く
、
道
士
の
手し
ゆ

植し
よ
くせ
る
仙せ
ん

桃と
う

有
り
、
観
に
満
ち
て
鑠し
や
くた
る
晨し
ん

霞か

の
如
し

と
。
遂
に
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一
七

前
篇
有
り
て
以
て
一
時
の
事
を
志し
る

す
」
と
言
及
し
、
詩
の
転
・
結
句
に
、「
桃
を
種
え
し
道
士　

何
処
に
か
帰き

す
、
前ぜ
ん

度ど

の
劉
郎　

今
又

た
来
た
る
」
と
う
た
っ
た
。
一
韓
智

は
、「
劉
郎
ハ
、
坡
自
ラ
比
ス
ゾ
。
坡
（
ノ
）
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
我
レ
再
ビ
朝
廷
ヘ
帰
ル
コ

ト
ハ
有
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
ゾ
。
ア
ア
サ
コ
ソ
ハ
紅
桃
残
霞
ニ
鑠か
が
やイ
テ
コ
ソ
ア
ル
ラ
ウ
ゾ
」
と
記
す
。
22
○
三
巴　

四
川
省
の
東
部
に
あ
っ
た

巴
郡
・
巴
東
・
巴
西
を
さ
す
。「
荊
州　

十
首
」
そ
の
四
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
一
六
四
頁
）
を
参
照
。
○
〔
原
注
〕　

梓
州
は
、

四
川
省
の
地
名
。
今
の
四
川
省
三
台
県
。
北
宋
で
は
剣
南
東
道
に
属
す
る
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
八
二
）。

　

月
に
照
ら
さ
れ
た
花
び
ら
に
露
が
し
た
た
り
、
暖
か
い
風
が
晴
天
に
咲
く
花
を
散
ら
す
。
春
の
神
が
一
晩
じ
ゅ
う
眠
る
こ
と
な

く
精
を
だ
し
、
こ
う
し
て
こ
の
花
を
咲
か
せ
た
。
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
そ
の
心
は
、
切
り
貼
り
し
て
作
ろ
う
と
し
て
も

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
天
よ
り
授
け
ら
れ
た
美
し
い
そ
の
姿
は
お
の
ず
と
清
く
華
や
か
だ
。
あ
る
か
な
き
か
の
香
り
は
行
き
か

う
人
を
悩
ま
せ
、
美
し
く
よ
そ
お
っ
た
枝
の
影
が
斜
め
に
の
び
る
。

　

こ
こ
中
山
は
い
に
し
え
よ
り
戦
い
の
地
で
、
旗
指
物
を
見
上
げ
た
な
ら
、
そ
こ
に
は
い
く
さ
の
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
叢
台
に
は

盛
装
し
た
武
勇
の
士
が
集
ま
り
、
易
水
に
響
く
悲
壮
な
あ
し
ぶ
え
の
調
べ
が
心
を
た
か
ぶ
ら
せ
る
。
そ
れ
が
こ
の
花
が
い
っ
た
ん

開
い
て
か
ら
は
、
ま
る
で
玉
の
肌
が
戦
場
の
砂
ぼ
こ
り
を
一
掃
し
た
よ
う
。
何
も
し
な
い
ま
ま
で
俠
客
た
ち
の
す
み
か
を
、
温
か

く
柔
ら
か
な
家
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
老
い
て
は
江
南
の
地
に
暮
ら
す
の
を
願
っ
て
い
る
私
だ
が
、
楽
し
く
酒
を
飲
む
こ
と
も
な
く
た
だ
た
め
息
を
つ
い
て
ば
か

り
。
劉
郎
が
都
に
も
ど
れ
る
の
は
い
っ
た
い
何
時
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
都
で
は
消
え
の
こ
っ
た
夕
焼
け
雲
に
桃
花
が
あ
か
く
輝

い
て
い
よ
う
に
。
来
年
の
花
の
季
節
に
は
、
酒
杯
を
挙
げ
て
わ
が
三
巴
の
地
を
望
み
た
い
も
の
だ
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）
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一
八

一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
（
施
三
四
―
三
八
〜
四
〇
）

三
月
二
十
日
開
園　

三
首

三さ
ん
　
が
つ月
二は

十つ

日か

、
園え
ん

を
開ひ
ら

く　

三
さ
ん
　
し
ゆ首

一
九
九
九
（
施
三
四
―
三
八
）

そ
の
一

1　

雪

霜
鬢
語
傖
獰　
　
　

雪せ
つ
ぜ
ん　

霜そ
う

鬢ひ
ん　

語ご　

傖そ
う

獰ど
う

２　

淡
蕩
園
林
取
次
行　
　
　

淡た
ん

蕩と
う

た
る
園え
ん

林り
ん　

取し
ゆ

次じ

に
行ゆ

く

３　

要
識
將
軍
不
凡
意　
　
　

将し
よ
う

軍ぐ
ん

不ふ

凡ぼ
ん

の
意い

を
識し

ら
ん
と
要よ
う

せ
ば

４　

從
來
祇
啜
小
人
羹＊　
　
　

従じ
ゆ
う

来ら
い　

祇た

だ
啜す
す

る　

小し
よ
う

人じ
ん

の
羮こ
う

〔
原
注
〕　

是
日
散
父
老
酒
食
（
是こ

の
日ひ

、
父ふ

老ろ
う

に
酒し
ゆ

食し
よ
くを
散さ
ん

ず
）

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
開
園　

宋
代
、
州
の
長
官
は
毎
年
春
に
官
舎
の
庭
園
を
開
放
し
、
父
老
に
酒
食
を
ふ
る
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
蘇
軾
「
孔
密
州
が
五
絶

に
和
す
、
春　

西
園
に
歩
し
て
寄
せ
ら
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
三
八
頁
）
に
「
歳
歳　

園
を
開
い
て
故
事
と
成
し
、
年
年　

行
楽
し
て
春
に
辜そ
む

か
ず
」
と
あ
る
。
そ
の
注
を
参
照
。

１
〇
雪

一
句　

雪

霜
鬢
は
、
雪
の
よ
う
に
真
っ
白
な
ほ
お
ひ
げ
と
び
ん
の
毛
。
老
人
の
こ
と
。
傖
獰
は
、
粗
野
な
さ
ま
。
傖

に
同

じ
。
作
品
番
号
一
八
三
四
「
閻
立
本
が
職
貢
図
」
詩
の
注
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
八
）』）
を
参
照
。
２
〇
淡
蕩　

ゆ
っ
た
り
と
し
て
の
ど

か
な
こ
と
。
澹
蕩
と
も
書
く
。
鮑
照
「
白
紵
歌
に
代
わ
る
辞　

二
首
」（『
玉
台
新
詠
集
』
巻
九
）
そ
の
二
に
「
春
風　

澹
蕩　

思
い
を
し
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一
九

て
多
か
ら
し
む
、
天
色　

浄
緑　

気
は

和
」
と
あ
る
。
〇
取
次　

勝
手
に
。
み
だ
り
に
。
晉
・
葛
洪
『
抱
朴
子
』
祛
惑
篇
に
、「
此
の

児
当ま
さ

に
卿
が
門
宗
を
興
こ
す
べ
し
、
四
海
将ま
さ

に
其
の
賜し

を
受
け
ん
と
す
。
但
だ
卿
が
家
の
み
な
ら
ず
、
取
次
に
す
可べ

か
ら
ざ
る
な
り
」
と

あ
る
。
３
〇
将
軍　

蘇
軾
の
こ
と
。
当
時
は
定
州
知
事
兼
安
撫
使
馬
歩
軍
都
総
管
で
あ
っ
た
。
４
〇
従
来
一
句　

啜
は
、
す
す
る
。
の
む

こ
と
。
小
人
は
、
身
分
の
低
い
人
。
ま
た
、
貧
し
い
人
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
元
年
に
、「（
潁
考
叔
は
）
公
に
献
ず
る
こ
と
有
り
。
公

之こ
れ

に
食し

を
賜
う
。
食
し
て
肉
を
舎お

く
。
公
之こ
れ

を
問
う
。
対こ
た

え
て
曰
く
、
小
人
母は
は

有
り
。
皆
な
小
人
の
食し

を
嘗な

む
。
未
だ
君
の
羹
を
嘗
め
ず
。

請
う
、
以
て
之
を
遺お
く

ら
ん

と
」
と
あ
る
。

　

ひ
げ
も
鬢
も
真
っ
白
な
田
舎
の
老
人
た
ち
は
耳
慣
れ
ぬ
土
地
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
の
ど
か
な
庭
園
を
勝
手
気
ま
ま
に

あ
ち
こ
ち
歩
き
回
っ
て
い
る
。
今
日
の
こ
の
将
軍
の
格
別
な
も
て
な
し
の
心
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
私
だ
っ
て
以
前
か
ら
貧
し

い
人
た
ち
と
同
じ
ス
ー
プ
を
飲
ん
で
い
る
だ
け
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。

二
〇
〇
〇
（
施
三
四
―
三
九
）

そ
の
二

1　

西
園
牡
籥
夜
沈
沈　
　
　

西せ
い

園え
ん

の
牡ぼ

籥や
く　

夜よ
る

沈ち
ん

沈ち
ん

２　

尙
有
游
人
臥
柳
陰　
　
　

尚な

お
游ゆ
う

人じ
ん

の
柳り
ゆ
う

陰い
ん

に
臥が

す
る
有あ

り

３　

鶴
睡
覺
時
風
露
下　
　
　

鶴か
く

睡す
い　

覚さ

む
る
時と
き　

風ふ
う

露ろ

下く
だ

り

４　

落
花
飛
絮
滿
衣
襟　
　
　

落ら
く

花か　

飛ひ

絮じ
よ　

衣い

襟き
ん

に
満み

つ

１
〇
牡
籥　

牡
と
籥
（
鑰
に
同
じ
）
は
、
い
ず
れ
も
か
ぎ
の
こ
と
。
戸
締
り
の
錠
前
と
そ
れ
に
さ
し
入
れ
て
開
け
る
器
具
。
こ
こ
で
は
施

錠
す
る
こ
と
を
言
う
。
３
〇
鶴
睡　

唐
・
項
斯
「
胡
氏
の
渓
亭
に
宿
る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
五
四
）
に
「
鶴
睡ね
む

り
て
松
枝
定
ま
り
、
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二
〇

螢
帰
り
て
葛
葉
垂た

る
」と
あ
る
。
宋
代
の
文
人
に
は
鶴
を
養
う
風
習
が
あ
る
た
め
、こ
の
西
園
で
は
鶴
が
飼
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

西
の
庭
園
は
す
で
に
錠
を
お
ろ
し
て
夜
更
け
を
迎
え
た
が
、
柳
の
下
に
は
未
だ
寝
て
い
る
見
物
客
が
い
る
。
鶴
が
目
を
覚
ま
す

こ
ろ
に
は
風
が
吹
き
露
が
降
り
て
き
て
、
衣
服
に
は
花
び
ら
や
柳
絮
が
い
っ
ぱ
い
に
ふ
り
か
か
る
だ
ろ
う
。

二
〇
〇
一
（
施
三
四
―
四
〇
）

そ
の
三

1　

鬱
鬱
蒼

眞
道
友　
　
　

鬱う
つ

鬱う
つ

た
る
蒼そ
う
ぜ
ん　

真し
ん

の
道ど
う

友ゆ
う

２　

絲
絲
紅
萼
是
鄕
人＊　
　
　

糸し

糸し

た
る
紅こ
う

萼が
く　

是こ

れ
郷き
よ
う

人じ
ん

３　

何
時
翠
竹
江
村
路　
　
　

何い
ず

れ
の
時と
き

か　

翠す
い

竹ち
く

江こ
う

村そ
ん

の
路み
ち

４　

送
我
柴
門
月
色
新　
　
　

我わ
れ

を　

柴さ
い

門も
ん　

月げ
つ

色し
よ
く

の
新あ
ら

た
な
る
に
送お
く

ら
ん

〔
原
注
〕
蒼

、
松
也
、
紅
萼
、
海
棠
也
（
蒼そ
う
ぜ
ん

、
松ま
つ

な
り
。
紅こ
う

萼が
く

、
海か
い

棠ど
う

な
り
）

１
〇
鬱
鬱　

樹
木
の
こ
ん
も
り
と
盛
ん
に
し
げ
る
さ
ま
。
蒼

は
、
松
の
異
称
。
作
品
番
号
一
九
九
四
「
中
山
の
松
醪
、
雄
州
の
守　

王

引
進
に
寄
す
」
詩
の
注
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
一
）』）
を
参
照
。
〇
道
友　

志
を
同
じ
く
す
る
者
。
陳
子
昂
「
冀き

侍じ

御ぎ
よ

・
崔さ
い

司し

議ぎ

に
贈

別
す　

び
に
序
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
四
）
の
詩
序
に
「
一
世
の
逸
人
、
千
里
の
道
友
に
寄
す
」
と
あ
る
。
２
〇
糸
糸
一
句　

糸
糸
は
、

細
か
な
さ
ま
。
唐
・
李
余
「
寒
食
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
〇
八
）
に
「
玉
ぎ
よ
く

輪り
ん

江こ
う

上　

雨　

糸
糸
た
り
、
公
子　

春
に
遊
び
て
酔
い
て
知

ら
ず
」
と
あ
る
。
紅
萼
は
、
赤
い
花
の
う
て
な
。
転
じ
て
、
赤
い
花
。
謝
霊
運
「
従
弟
の
恵け
い

連れ
ん

に
酬
ゆ
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
五
）
に
「
山

桃
は
紅
萼
を
発ひ
ら

き
、
野や

蕨け
つ

は
紫し

苞ほ
う

を
漸す
す

む
」
と
あ
る
。
カ
イ
ド
ウ
の
花
は
赤
色
で
、
宋
代
の
四
川
で
は
よ
く
植
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
蘇
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二
一

軾
は
「
郷
人
」
と
呼
ん
だ
。
３
４
〇
何
時
・
送
我
二
句　

杜
甫
「
南
隣
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
に
「
白
沙　

翠
竹　

江
村
の
暮
れ
、

相あ
い

送
れ
ば　

柴
門　

月
色
新
た
な
り
」
と
あ
る
。

　

う
っ
そ
う
と
し
た
青
い
松
は
本
当
に
わ
が
同
志
で
あ
り
、
細
く
垂
れ
た
赤
い
カ
イ
ド
ウ
は
こ
れ
こ
そ
わ
が
同
郷
で
あ
る
。
い
つ

の
日
に
か
竹
で
覆
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
川
辺
の
小
路
を
、（
蜀
の
父
老
た
ち
は
）
昇
っ
た
ば
か
り
の
月
明
か
り
の
な
か
で
柴
の
戸

ま
で
送
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
（
担
当　

蔡　

毅
）

二
〇
〇
二
（
施
三
四
―
四
一
）

次

王
雄
州
送
侍
其
涇
州

王お
う

雄ゆ
う

州し
ゆ
うが
侍じ

其き

涇け
い

州し
ゆ
うを
送お
く

る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

威
聲
又
數
中
興
年　
　
　

威い

声せ
い　

又ま

た
数か
ぞ

う　

中ち
ゆ
う

興こ
う

の
年と
し

２　

二
虜
行
當
一
矢
聯　
　
　

二に

虜り
よ　

行ゆ

く
ゆ
く
当ま
さ

に
一い
つ

矢し

に
聯つ
ら

ぬ
べ
し

３　

聞
道
名
城
得
眞
將　
　
　

聞き
く

道な
ら

く　

名め
い

城じ
よ
う　

真し
ん

将し
よ
う

を
得え

た
り
と

４　

故
應
驚
羽
落
空
弦　
　
　

故ゆ
え

に
応ま
さ

に　

驚き
よ
う

羽う　

空く
う

弦げ
ん

に
落お

つ
べ
し

５　

追
鋒
歸
去
雄
三
衞　
　
　

追つ
い

鋒ほ
う　

帰か
え

り
去さ

っ
て
三さ
ん

衛え
い

に
雄ゆ
う

た
ら
ん

６　

授
鉞
重
來
定
十
連　
　
　

鉞え
つ

を
授さ
ず

か
り
て
重か
さ

ね
て
来き

た
っ
て
十じ
ゆ
う

連れ
ん

を
定さ
だ

め
ん

７　

別
酒
回
頭
便
陳
跡　
　
　

別べ
つ

酒し
ゆ　

頭こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
さ
ば
便す
な
わ

ち
陳ち
ん

跡せ
き

８　

號
呶
端
合
發
初
筵　
　
　

号ご
う

呶ど
う　

端ま
さ

に
合ま
さ

に
初し
よ

筵え
ん

に
発は
つ

す
べ
し
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二
二

元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
王
雄
州　

王
崇す
う

拯じ
よ
うの
こ
と
。
字あ
ざ
な

は
拯
之
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
九
四
の
詩
の
注
を
参
照
。
雄
州
は
、

今
の
河
北
省
雄
県
。
○
侍
其
涇
州　

侍
其
は
、
複
姓
の
一
つ
。
涇
州
は
、
今
の
甘
粛
省
涇
川
県
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
伝
未
詳
。
王
崇

拯
の
元
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

１
○
中
興　

再
び
盛
ん
に
な
る
こ
と
。
も
と
は
「
興
に
中あ
た

る
」
意
。『
詩
経
』
大
雅
（
蕩
之
什
）「
烝
民
」
詩
の
小
序
に
、「
賢
に
任
じ
能

を
使
う
、
周
室
中
興
す
」
と
あ
る
。
２
○
二
虜　

馮
応
榴
は
西
夏
の
国
主
と
そ
の
母
を
指
す
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
王
崇
拯
が
嘗
て
宋

の
使
者
と
し
て
遼
に
赴
い
た
経
験
を
も
つ
こ
と
、
雄
州
は
遼
に
、
涇
州
は
西
夏
に
そ
れ
ぞ
れ
対
峙
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し

て
、
こ
こ
で
は
西
夏
と
遼
の
両
国
と
解
す
る
。
○
一
矢
聯　

一
本
の
矢
で
複
数
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
。
曹
植
「
名
都
篇
」（『
文
選
』
巻

二
七
）
に
、「
左
に
挽ひ

き　

因
り
て
右
に
発
し
、一
た
び
縦は
な

て
ば
両
り
よ
う

禽き
ん

連
な
る
」
と
あ
る
。
３
○
真
将　

真
の
将
軍
。
将
軍
の
な
か
の
将
軍
。

皮
日
休
「
七
愛
詩　

び
に
序
」（『
皮
氏
文
藪
』
巻
九
）
の
序
に
、「
大
乱
を
定
む
る
は
、
必
ず
真
将
有
り
。
李
太
尉
（
李り

晟せ
い

）
を
以
て

真
将
と
為
す
」
と
あ
る
。
４
○
故
応
一
句　
『
戦
国
策
』
楚
策
四
（
校
注
巻
五
）
に
み
え
る
、更こ
う

羸る
い

が
魏
王
の
た
め
に
弓
を
「
虚
発
」
し
て
、

飛
ぶ
雁
を
落
と
し
た
故
事
に
よ
る
（「
空
弦
」
の
表
現
は
、
蘇
軾
に
始
ま
る
と
思
し
い
）。
更
羸
は
そ
の
わ
け
を
魏
王
に
説
明
し
て
、「
其

の
飛
ぶ
こ
と
徐し
ず

か
に
し
て
鳴
く
こ
と
悲
し
。
飛
ぶ
こ
と
徐
か
な
る
者
は
、
故こ

瘡そ
う

傷
め
ば
な
り
。
鳴
く
こ
と
悲
し
き
者
は
、
久
し
く
群
を
失

え
ば
な
り
。
故
瘡
未
だ
息い

え
ず
し
て
、
驚
き
よ
う

心し
ん

未
だ
去
ら
ざ
る
な
り
。
弦
音
を
聞
き
、
引
い
て
高
く
飛
ば
ん
と
し
て
、
故
瘡
の
た
め
に
隕お

ち

た
る
な
り
」
と
い
っ
た
。
５
○
追
鋒　

早
駆
け
の
車
、
追
鋒
車
の
こ
と
。『
三
国
志
』
魏
書
・
高
貴
郷
公
伝
の
、
甘
露
元
年
夏
四
月
の
条

の
裴
松
之
注
に
引
く
傅ふ
ち
よ
う暢
『
晉
諸
公
賛
』
に
、「（
司
馬
）
望ぼ
う

の
外
に
在
る
を
以
て
、
特
に
追
鋒
車
、
虎こ

賁ほ
ん

の
卒
五
人
を
給
し
、
集
会
有
る

毎ご
と

に
、
望　

輒す
な
わち
奔
馳
し
て
至
る
」
と
あ
る
。『
晉
書
』
輿
服
志
に
は
、
追
鋒
車
に
つ
い
て
、「
追
鋒
の
名
は
、
蓋け
だ

し
其
の
迅
速
な
る
に
取

る
な
り
」
と
い
う
。
○
三
衛　

唐
宋
の
禁
衛
軍
の
称
。
唐
で
は
、
親
衛
・
勲
衛
・
翊
衛
を
三
衛
、
宋
で
は
、
殿
前
司
・
侍
衛
親
軍
馬
軍
司

（
ま
た
は
侍
衛
司
馬
軍
）・
侍
衛
親
軍
歩
軍
司
を
三
衛
（
ま
た
は
三
衙
）
と
い
っ
た
。
６
○
授
鉞　

君
主
が
将
軍
に
斧ふ

鉞え
つ

（
斧お
の

と
鉞
ま
さ
か
り）
を
授

け
、
国
家
の
兵
権
を
付
与
す
る
こ
と
。『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
、「
凡お
よ

そ
国
に
難な
ん

有
れ
ば
、
君
は
宮
自よ

り
将
を
召
し
て
之
に
詔
し
て
曰
く
、

…
…
主　

親み
ず
から
鉞
を
操と

り
、
頭か
し
ら

を
持
ち
て
将
軍
に
其
の
柄へ
い

を
授
け
て
曰
く
、
此
れ
従よ

り
上か
み

、
天
に
至
る
ま
で
の
者
、
将
軍
之こ
れ

を
制
せ
よ
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二
三

と
。
復
た
斧
を
操
り
、
頭
を
持
ち
て
将
軍
に
其
の
柄
を
授
け
て
曰
く
、
此
れ
従
り
下し
も

、
淵え
ん

に
至
る
ま
で
の
者
、
将
軍
之
を
制
せ
よ

と
」

と
あ
る
。
○
十
連　

連
は
、
十
の
国
を
ま
と
め
て
い
う
呼
称
。『
礼
記
』
王
制
に
、「
十
国　

以
て
連
と
為
す
、
連
に
帥す
い

有
り
」
と
あ
る
。

７
○
陳
跡　

過
去
の
あ
と
。
む
か
し
の
物
事
の
な
ご
り
。
王
羲
之
「
蘭
亭
の
序
」（『
晉
書
』
王
羲
之
伝
）
に
、「
向さ
き

の
欣よ
ろ
こぶ
所
は
、
俛ふ
ぎ
よ
う仰

の
間
に
、
已す
で

に
陳
跡
と
為な

る
」
と
あ
る
。

　

天
子
の
ご
威
光
が
辺
地
を
震
わ
せ
た
そ
の
上
に
、
新
た
に
中
興
の
年
を
数
え
る
い
ま
、
遼
・
夏
の
二
虜
な
ど
い
ず
れ
は
た
だ
一

本
の
矢
で
射い

連つ
ら

ね
ら
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
の
た
び
は
防
衛
の
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
る
涇
州
に
将
軍
の
中
の
将
軍
が
ご
着
任
と

か
。
な
ら
ば
驚
い
て
飛
ぶ
鳥
は
弓ゆ

弦づ
る

の
空か
ら

音お
と

に
も
落
ち
る
で
あ
ろ
う
。

　

早
駆
け
の
車
を
飛
ば
し
て
急
ぎ
ご
赴
任
に
な
り
、（
功
成
っ
て
後
に
）
ご
帰
還
に
な
れ
ば
三
衛
諸
将
軍
の
筆
頭
と
な
っ
て
、
天

子
よ
り
鉞
ま
さ
か
り

を
賜
わ
っ
て
再
び
北
の
か
た
百
国
を
平
定
な
さ
れ
よ
う
。
さ
て
今
、
こ
こ
で
の
別
れ
の
杯
も
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

昔
の
語
り
ご
と
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
こ
の
宴
も
初
め
か
ら
騒
い
で
賑
や
か
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
三
（
施
三
四
―
四
二
）

臨
城
道
中
作　

引

臨り
ん

城じ
よ
う

道ど
う

中ち
ゆ
うの
作さ
く　
な
ら

び
に
引い
ん

　
　
　
　
　

 

予
初
赴
中
山
、
連
日
風
埃
、
未
嘗
了
了
見
太
行
也
、
今
將

嶺
表
、
頗
以
是
爲
恨
、
過
臨
城
、
内
丘
、
天
氣
忽
淸
徹
、

西
望
太
行
、
草
木
可
數
、
岡
巒
北
走
、
崖
谷
秀
傑
、
忽
悟
歎
曰
、
吾
南
遷
其
速
返
乎
、
退
之
衡
山
之
祥
也
、
書
以
付

邁
、
使
志
之
、

　
　
　
　
　

 

予よ　

初は
じ

め
中ち
ゆ
う

山ざ
ん

に
赴お
も
む

き
し
と
き
、
連れ
ん

日じ
つ

風ふ
う

埃あ
い

あ
り
て
、
未い
ま

だ
嘗か
つ

て
了り
よ
う

了り
よ
う

と
し
て
太た
い

行こ
う

を
見み

ざ
る
な
り
。
今い
ま

将ま
さ

に
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二
四

嶺れ
い

表ひ
よ
う

に
適ゆ

か
ん
と
し
、
頗す
こ
ぶ

る
是こ
れ

を
以も
つ

て
恨う
ら

み
と
為な

す
。
臨り
ん

城じ
よ
う

・
内な
い

丘き
ゆ
う

を
過す

ぐ
る
と
き
、
天て
ん

気き

忽た
ち
ま

ち
清せ
い

徹て
つ

な
り
。

西に
し

の
か
た
太た
い

行こ
う

を
望の
ぞ

め
ば
、
草そ
う

木も
く

数か
ぞ

う
可べ

く
、
岡こ
う

巒ら
ん

北き
た

に
走は
し

り
、
崖が
い

谷こ
く

秀し
ゆ
う

傑け
つ

な
り
。
忽た
ち
ま

ち
悟さ
と

り
て
嘆た
ん

じ
て
曰い
わ

く
、

吾わ

が
南な
ん

遷せ
ん

其そ

れ
速す
み

や
か
に
返か
え

ら
ん
か
、
退た
い

之し

が
衡こ
う

山ざ
ん

の
祥し
よ
う

な
り
、
と
。
書し
よ

し
て
以も
つ

て
邁ま
い

に
付ふ

し
、
之こ
れ

を
志し
る

さ
し
む
。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。
こ
の
年
の
四
月
、
朝
政
を
誹
謗
し
た
と
し
て
弾
劾
さ
れ
、
知
定
州
よ
り
知
英
州
に
貶
せ
ら

れ
た
。
そ
の
英
州
（
広
東
省
）
に
向
か
う
途
上
の
作
（
こ
の
年
の
六
月
に
は
恵
州
安
置
を
命
じ
ら
れ
る
）。

○
臨
城　

河
北
省
の
県
名
。
北
宋
で
は
趙
州
に
属
し
た
（『
太
平
寰
宇
記
』
巻
六
〇
）。
○
中
山　

定
州
の
古
称
。
前
掲
の
作
品
番
号

一
九
九
八
の
詩
の
注
を
参
照
。
○
太
行　

山
西
省
と
河
北
・
河
南
両
省
に
連
な
る
太
行
山
脈
の
こ
と
。
定
州
は
そ
の
北
部
の
東
側
に
位
置

す
る
。
○
嶺
表　

五
嶺
（
湖
南
省
の
衡
山
か
ら
、
東
の
か
た
海
に
至
る
ま
で
の
山
系
で
、
大
庾
嶺
な
ど
五
つ
の
嶺
）
の
南
側
の
地
域
。
広

東
・
広
西
一
帯
を
い
う
。
○
内
丘　

河
北
省
の
県
名
。
北
宋
で
は
邢
州
に
属
し
た（『
太
平
寰
宇
記
』巻
五
九
）。
○
清
徹　

清
く
澄
み
き
っ

て
い
る
こ
と
。
○
岡
巒　

岡
と
山
。
○
崖
谷　

深
い
谷
。
○
秀
傑　

す
ぐ
れ
て
傑
出
し
て
い
る
こ
と
。
○
退
之
衡
山
之
祥　

唐
の
貞
元

十
九
年
、
韓
愈
は
上
疏
し
て
宮
市
を
批
判
し
た
こ
と
で
徳
宗
の
怒
り
を
か
い
、
連
州
（
広
東
省
）
の
陽
山
の
令
に
貶
せ
ら
れ
た
。
そ
の
二

年
後
、
順
宗
の
即
位
に
際
し
て
大
赦
が
あ
り
、
韓
愈
も
赦
さ
れ
て
陽
山
を
離
れ
、
北
に
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
衡
山
（
南
嶽
）
の
廟
に
詣

で
て
記
し
た
の
が
、「
衡こ
う

嶽が
く

廟び
よ
う

に
謁
し
、
遂
に
嶽が
く

寺じ

に
宿
し
て
、
門
楼
に
題
す
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
三
）
で
、「
我
れ
来
た
っ
て
正ま
さ

に

逢
う　

秋し
ゆ
う

雨う

の
節せ
つ

、
陰
気
晦か
い

昧ま
い

に
し
て
清せ
い

風ふ
う

無
し
、
心
を
潜ひ
そ

め
て
黙も
く

禱と
う

す
れ
ば
応お
う

有
る
が
若ご
と

し
、
豈
に
正せ
い

直ち
よ
くの
能よ

く
感か
ん

通つ
う

す
る
に
非
ざ

ら
ん
や
、
須し
ゆ

臾ゆ

に
し
て
静
か
に
掃は
ら

い
て
衆
峰
出い

で
、
仰
ぎ
見
れ
ば
突と
つ

兀こ
つ

と
し
て
青せ
い

空く
う

を
さ
さ

う
、
…
…
蛮ば
ん

荒こ
う

に
竄ざ
ん

逐ち
く

せ
ら
れ
て
幸
い
に
死
せ

ず
、
衣
食
纔わ
ず

か
に
足
り
て　

長
く
終
わ
ら
ん
こ
と
に
甘
ん
ず
」
と
、
悪
天
候
に
妨
げ
ら
れ
て
全
く
見
え
な
か
っ
た
衡
山
が
、
そ
の
姿
を
現

わ
す
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。
○
邁　

蘇
邁
は
、蘇
軾
の
長
子
。
字あ
ざ
な

は
伯
達
。
嘉
祐
四
年（
一
〇
五
九
）の
生
ま
れ
で（『
蘇

軾
年
譜
』
上
冊
七
六
頁
）、
雄
州
防
禦
推
官
、
知
河
間
県
事
な
ど
を
務
め
た
。
こ
の
と
き
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
）』

に
収
め
る
作
品
番
号
一
八
五
一
の
詩
の
注
を
参
照
。『
宋
詩
紀
事
』（
巻
三
四
）
蘇
邁
の
項
に
引
く
『
江
隣
幾
雑
志
』
に
、「
後
、
東
坡
の

恵
州
に
貶
せ
ら
れ
し
と
き
、
伯
達　

潮ち
よ
う

の
安あ
ん

化か

の
令
た
ら
ん
こ
と
を
求
め
、
以
て
親
を
饋や
し
な

う
に
便
な
ら
し
む
。
果
た
し
て
官
に
卒
す
」
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二
五

と
あ
る
（
潮
州
は
広
東
省
に
属
す
る
が
、
安
化
が
潮
州
の
県
名
で
あ
る
か
は
未
詳
。
ま
た
、
現
行
の
宋
・
江
休
復
『
江
隣
幾
雑
志
』
に
は

こ
の
条
は
見
え
な
い
）。
○
志　

し
る
す
。
書
き
と
ど
め
る
こ
と
。

　

私
が
中
山
に
赴
任
し
た
と
き
に
は
、
日
々
砂
ぼ
こ
り
の
ま
じ
っ
た
風
が
吹
い
て
、
太
行
山
脈
の
姿
を
は
っ
き
り
と
目
に
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
嶺
南
の
地
に
向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
い
さ
さ
か
憾
み
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
臨
城
・
内
丘
の
地
を
過
ぎ
る
と
き
、
空
が
清
ら
か
に
澄
み
わ
た
っ
た
。
西
方
の
太
行
山
脈
を
見
や
っ
た
と
こ
ろ
、
草
木
が
数
え

ら
れ
る
ほ
ど
あ
り
あ
り
と
望
ま
れ
、
山
や
丘
が
北
へ
と
続
き
、
深
い
谷
々
は
す
ぐ
れ
て
美
し
い
。
ふ
と
悟
っ
て
感
嘆
し
て
言
う
に

は
、
私
は
南
へ
と
流
さ
れ
る
が
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
韓
退
之
の
前
に
衡
山
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
あ
の
瑞
祥
と

同
じ
だ
、
と
。
そ
こ
で
こ
の
詩
を
書
し
て
そ
れ
を
邁
に
託
し
、
記
録
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

１　

逐
客
何
人
著
眼
看　
　
　

逐ち
く

客か
く　

何な
ん

人ぴ
と

か
眼め

を
著つ

け
て
看み

ん

２　

太
行
千
里
送
征
鞍　
　
　

太た
い

行こ
う　

千せ
ん

里り　

征せ
い

鞍あ
ん

を
送お
く

る

３　

未
應
愚
谷
能
留
柳　
　
　

未い
ま

だ
応ま
さ

に　

愚ぐ

谷こ
く　

能よ

く
柳り
ゆ
う

を
留と
ど

む
べ
か
ら
ず

４　

可
獨
衡
山
解
識
韓　
　
　

独ひ
と

り
衡こ
う

山ざ
ん

の
み
韓か
ん

を
識し

る
を
解か
い

す
可べ

け
ん
や

１
○
逐
客　

朝
廷
よ
り
放
逐
さ
れ
た
者
。
杜
甫
「
李
白
を
夢
む　

二
首
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
そ
の
一
に
、「
江
南
は
瘴
し
よ
う

癘れ
い

の
地
、
逐

客　

消
し
よ
う

息そ
く

無
し
」
と
あ
る
。
○
著
眼　

眼
を
と
め
る
。
賀
鑄
「
木
蘭
花
」
詞
（『
東
山
詞
』
巻
三
）
に
、「
朝
来　

眼
を
沙さ

頭と
う

に
著
け
て
認

む
、
五ご

両り
よ
う

竿か
ん

揺
れ
て
風
色
順や
わ
ら

ぐ
」（
五
両
竿
は
、
風
向
き
を
観
測
す
る
器
具
）
と
あ
る
。
○
太
行　

引
の
注
を
参
照
。
○
征
鞍　

旅
ゆ

く
人
の
乗
る
馬
の
こ
と
。
杜
審
言
「
嵐ら
ん

州し
ゆ
うを
経け
い

行こ
う

す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
六
二
）
に
、「
自
ら
驚
く　

遠
役
に
牽
か
れ
、
艱か
ん

険け
ん　

征
鞍
を

促
す
を
」
と
あ
る
。
３
○
未
応
一
句　

柳
宗
元
「
愚
渓
詩
序
」（『
柳
河
東
集
』
巻
二
四
）
に
よ
れ
ば
、
永
州
（
湖
南
省
）
に
流
さ
れ
た
柳

宗
元
は
、
そ
の
地
の
瀟
し
よ
う

水す
い

に
注
ぐ
谷
川
を
愛
し
、
自
ら
が
愚
か
さ
ゆ
え
に
流
謫
に
遭
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
に
し
え
の
愚
公
の
谷
（『
説
苑
』
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二
六

政
理
篇
に
み
え
る
）
に
な
ぞ
ら
え
て
、
そ
の
谷
川
を
愚
渓
と
名
付
け
、「
八
愚
」
の
詩
を
作
っ
て
石
に
刻
ん
だ
。
彼
は
十
年
も
の
あ
い
だ

永
州
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
間
に
永
州
八
記
な
ど
の
著
名
な
山
水
遊
記
を
書
い
て
い
る
。「
荊け
い

門も
ん

の
張
ち
よ
う

都と

監か
ん

維い

の
恵け
い

泉せ
ん

の
詩
に
和
せ
ら

る
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
一
八
六
頁
）
を
参
照
。
○
可
独
一
句　

引
の
注
を
参
照
。
韓
愈
が
、自
ら
の
「
正
直
」

さ
が
衡
山
に
認
め
ら
れ
た
と
詠
じ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
。

　

逐お

わ
れ
ゆ
く
こ
の
身
に
目
を
と
め
る
人
と
て
な
い
け
れ
ど
、太
行
山
が
千
里
に
連
な
る
姿
を
あ
ら
わ
し
て
、私
を
ず
っ
と
見
送
っ

て
く
れ
る
。
こ
の
た
び
は
、
き
っ
と
愚ぐ

渓け
い

が
柳
子
厚
を
そ
の
地
に
引
き
留
め
た
よ
う
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
許
さ
れ
て
還
る
韓

退
之
の
真
心
に
感
じ
て
姿
を
あ
ら
わ
し
た
衡
山
と
同
じ
く
、
太
行
山
は
私
を
知
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

（
担
当　

西
岡　

淳
）

二
〇
〇
五
（
施
三
四
―
四
三
）

過
湯
陰
市
得
豌
豆
大
麥
粥
示
三
兒
子

湯と
う

陰い
ん

の
市し

に
過よ
ぎ

り
て
豌え
ん

豆ど
う

・
大た
い

麦ば
く

の
粥か
ゆ

を
得え

て
三さ
ん

児じ

子し

に
示し
め

す

1　

朔
野
方
赤
地　
　
　

朔さ
く

野や　

方ま
さ

に
赤せ
き

地ち

2　

河

但
黃
塵　
　
　

河か
ぜ
ん　

但た

だ
黃こ
う

塵じ
ん

3　

秋
霖
暗
豆
莢　
　
　

秋し
ゆ
う

霖り
ん　

豆と
う

莢き
よ
う

に
暗く
ら

く

4　

夏
旱

麥
人　
　
　

夏か

旱か
ん　

麦ば
く

人じ
ん　
や

す

5　

逆
旅
唱
晨
粥　
　
　

逆げ
き

旅り
よ　

晨し
ん

粥し
ゆ
く

を
唱と
な

え

6　

行
庖
得
時
珍　
　
　

行こ
う

庖ほ
う　

時じ

珍ち
ん

を
得え

た
り
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二
七

7　

靑
斑
照
匕
箸　
　
　

青せ
い

斑は
ん　

匕ひ

箸ち
よ

を
照て

ら
し

8　

脆
響
鳴
牙
齦　
　
　

脆ぜ
い

響き
よ
う　

牙が

齦ぎ
ん

に
鳴な

る

9　

玉
⻝
謝
故
吏　
　
　

玉ぎ
よ
く

食し
よ
く　

故こ

吏り

を
謝し
や

す

10　

風
餐
便
逐
臣　
　
　

風ふ
う

餐さ
ん　

逐ち
く

臣し
ん

に
便べ
ん

な
り

11　

漂
零

何
適　
　
　

漂ひ
よ
う

零れ
い

し
て
竟つ
い

に
何い
づ

く
に
か
適ゆ

か
ん

12　

浩
蕩
寄
此
身　
　
　

浩こ
う

蕩と
う

と
し
て
此こ

の
身み

を
寄よ

す

13　

爭
勸
加
餐
⻝　
　
　

争あ
ら
そ

い
勧す
す

め
て
餐さ
ん

食し
よ
く

を
加く
わ

え
し
む

14　

實
無
負
吏
民　
　
　

実ま
こ
と

に
吏り

民み
ん

に
負そ
む

く
こ
と
無な

し

15　

何
當
萬
里
客　
　
　

何い
つ

か
当ま
さ

に
万ば
ん

里り

の
客か
く

16　

歸
及
三
年
新　
　
　

帰か
え

っ
て
三さ
ん

年ね
ん

の
新し
ん

に
及お
よ

ぶ
べ
き

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
湯
陰　

河
南
省
の
湯
陰
県
。
○
豌
豆
大
麦
粥　

豌
豆
入
り
の
大
麦
が
ゆ
。『
国
訳
本
草
綱
目
』
巻
二
二
「
穀
部
」
大
麦
に
、「
時
珍
曰
く
、

大
麦
は
飯
と
な
し
食
饗
と
し
て
益
が
あ
る
。
粥
に
煮
れ
ば
甚
だ
滑な
め
らか
だ
」
と
あ
る
。
○
三
児
子　

蘇
軾
の
三
人
の
息
子
た
ち
。
蘇
邁
、
蘇

、
蘇
過
。
蘇
邁
に
つ
い
て
は
、
本
注
解
に
収
め
る
作
品
番
号
二
〇
〇
三
の
詩
の
引
の
注
を
参
照
。
蘇

、
蘇
過
に
つ
い
て
は
、『
蘇
軾

詩
注
解
（
二
十
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
八
五
一
の
詩
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
紹
聖
元
年
の
こ
の
時
、

は
二
十
五
歳
、
過
は
二
十
三

歳
で
あ
っ
た
。

1 

2
○
朔
野
・
河

二
句　

朔
野
は
、
北
方
の
野
。
赤
地
は
、
旱ひ
で
りの
た
め
穀
物
が
ま
っ
た
く
実
ら
な
い
土
地
を
い
う
。
蘇
軾
「
起
伏
龍
行　

び
に
叙
」
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
二
一
頁
）
を
参
照
。
河

は
、川
の
岸
辺
の
濡
れ
て
軟
ら
か
い
所
。『
史
記
』
河
渠
書
に
、

「
五
千
頃
は
故も
と

尽こ
と
ご
とく
河

の
棄
地
」
と
あ
り
、
韋
昭
の
注
に
、「
河
辺
に
縁
る
の
地
也な
り

」
と
あ
る
。
黃
塵
は
、
黄
色
い
土
埃
。『
後
漢
書
』
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二
八

馬
融
伝
に
、「
黄
塵
は
勃ぼ
つ
お
う

、
闇く
ら

き
こ
と
霧
の
昏
き
が
若ご
と

し
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
河
北
の
地
の
、
耕
作
に
適
さ
な
い
厳
し
い
あ
り
さ
ま

を
述
べ
て
い
る
。
3 

4
○
秋
霖
・
夏
旱
二
句　

秋
霖
は
、
秋
の
長
雨
。
暗
は
、
光
沢
を
失
わ
せ
る
こ
と
。
引
い
て
、
だ
め
に
す
る
。
杜
甫

「
痩
馬
行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）
に
、「
皮
乾
き
て
剥
落　

泥
滓
雑ま
じ

わ
り
、
毛
暗
く
し
て
蕭
条　

雪
霜
連
な
る
」
と
あ
る
。
豆
莢
は
、
豆

の
さ
や
。
蘇
軾
「
元
修
の
菜　

び
に
叙
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
二
）
に
、「
豆
莢　

円ま
る

く
し
て
且
つ
小
、槐
芽　

細
く
し
て
而
も
豊ほ
う

な
り
」

と
あ
る
。
夏
旱
は
、
夏
の
日
照
り
。
麦
人
は
、
麦
の
仁
。
麦
の
実
。
人
と
仁
は
同
音
通
用
の
字
。
3
句
の
「
秋
霖
」
と
4
句
の
「
夏
旱
」

と
、
季
節
の
先
後
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
四
河
入
海
』
巻
一
の
三
に
引
く
一
韓
智

の
聞
書
に
、「
押
韻
ニ
因
リ
テ
、
秋

霖
ヲ
先
ニ
シ
テ
夏
旱
ヲ
后
ニ
ス
。
必
ズ
夏
旱
ス
レ
バ
秋
ニ
ナ
リ
、
用
ニ
モ
ナ
イ
ニ
、
霖
雨
ガ
豆
ノ
実
ノ
イ
ル
時
分
ニ
、
ツ
ヨ
ウ
フ
ル
ゾ
」

と
あ
る
。
5
○
逆
旅
一
句　

逆
旅
は
、
旅
舎
。『
荘
子
』
山
木
篇
に
、「
陽よ
う

子し　

宋
に
之ゆ

き
、
逆
旅
に
宿
す
」
と
あ
る
。
晨
粥
は
、
朝
が
ゆ
。

晨
は
、
早
朝
。
唱
は
、
先
が
け
て
う
た
い
始
め
る
こ
と
。
蘇
軾
「
歳
晩　

相
与と
も

に
餽き

問ぶ
ん

す
る
を
餽
歳
と
為
す
、
…
…　

守
歳
」
詩
に
、「
晨

雞　

且し
ば
らく
唱
う
る
こ
と
勿な

か
れ
、更
鼓　

撾た

を
添
え
ん
こ
と
を
畏
る
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
三
五
四
頁
）
を
参
照
。

一
句
は
、
粥
が
朝
一
番
を
告
げ
る
こ
と
を
い
う
。
6
○
行
庖　

旅
中
の
食
事
。
梅
堯
臣
「
元
日
」
詩
（『
宛
陵
文
集
』
巻
二
六
）
に
、「
行

庖　

海
物
を
得え

た
り
、鹹
酸　

何
ぞ
瑣
砕
な
る
」
と
あ
る
。
○
時
珍　

旬
の
珍
味
。
晋
・
張
華
「
上
巳
篇
」（『
太
平
御
覧
』
巻
三
〇
）
に
、

「
伶
人
は
新
楽
を
理お
さ

め
、
膳
工
は
時
珍
を
献
る
」
と
あ
る
。
7
○
青
斑
一
句　

青
斑
は
、
わ
か
い
豌
豆
の
こ
と
。『
国
訳
本
草
綱
目
』
巻

二
四
「
穀
部
」
豌
豆
に
、「
嫩わ
か

い
と
き
は
青
色
だ
が
、
老
い
る
と
斑
麻
に
な
る
も
の
だ
。
故
に
…
…
青
斑
、
麻
累
な
ど
の
名
称
が
あ
る
」

と
あ
る
。
匕
箸
は
、
匙さ
じ

と
箸
。
蜀
の
劉
備
が
曹
操
か
ら
、
天
下
の
英
雄
は
我
々
二
人
だ
け
だ
と
言
わ
れ
、
驚
い
て
匕
箸
を
取
り
落
と
し
た

と
い
う
故
事
が
あ
る
（『
三
国
志
』
蜀
志
「
先
主
伝
」）。
粥
を
食
す
る
道
具
と
し
て
、
匙
と
箸
い
ず
れ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

匙
と
解
し
て
お
く
。
青
木
正
児
「
用
匙
喫
飯
考
」（『
華
国
風
味
』
所
収
。
ま
た
『
青
木
正
児
全
集
』
巻
九
所
収
）
参
照
。
8
○
脆
響　

歯

ざ
わ
り
の
よ
い
音
。
脆
は
、
や
わ
ら
か
な
さ
ま
。『
韓
非
子
』
揚
搉
に
、「
夫そ

れ
香
美
脆
味
、
厚
酒
肥
肉
は
、
口
に
甘う
ま

き
も
形
を
疾や

ま
し
む
」

と
あ
る
。
杜
甫
「
鄭
広
文
に
陪
し
て
何か

将
軍
の
山
林
に
遊
ぶ　

十
首
」
そ
の
七
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
）
に
、「
脆ぜ
い

は
生
菜
の
美
を
添
え
、

陰い
ん

は
食
単
の
涼
を
益
す
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
雨
後　

菜
圃
を
行め
ぐ

る
」
詩
（『
合
注
』
巻
三
九
）
に
、「
芥
藍　

菌き
ん

蕈し
ん

の
如ご
と

く
、
脆
美　

牙
頬

に
響
く
」
と
あ
り
、
後
の
句
が
一
句
と
似
る
。
○
牙
齦　

歯
と
歯
ぐ
き
。
9
○
玉
食
一
句　

玉
食
は
、
美
食
や
珍
味
。
蘇
軾
「
黄
魯
直
の
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二
九

贈
ら
る
る
古
風
に
次
韻
す　

二
首
」
そ
の
一
に
、「
玉
食　

惨
と
し
て
光
無
し
、
大
い
な
る
哉　

天
宇
の
間
」
と
あ
る
。
そ
の
注
（（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
四
冊
六
二
二
頁
）
を
参
照
。
謝
は
、
辞
退
す
る
。『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
、「
嬰え
い　

謝
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
遂
に
彊
い
て
嬰

を
立
て
て
長
と
為
す
」
と
あ
る
。
故
吏
は
、
前
に
使
っ
て
い
た
下
役
人
。
こ
こ
で
は
、
都
で
の
任
を
解
か
れ
、
北
の
定
州
か
ら
南
の
英
州

へ
と
、
僻
地
の
任
を
続
け
ざ
ま
に
命
ぜ
ら
れ
て
移
る
蘇
軾
自
ら
を
い
う
。
一
韓
智

の
聞
書
に
、「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
京
ノ
方
デ
サ

メ
ク
時
コ
ソ
、
玉
食
ヲ
バ
食
ベ
、
今
ハ
其
（
ノ
）
様
ナ
ル
結
構
ナ
ル
玉
食
ハ
ナ
イ
程
ニ
、
サ
テ
、
謝
故
吏
ト
云
（
フ
）
ゾ
。
謝
ハ
、
謝
絶

ノ
義
ゾ
」
と
あ
る
。
10
○
風
餐　

吹
き
さ
ら
し
の
所
で
食
事
を
と
る
。
ま
た
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
苦
労
す
る
こ
と
を
い
う
。
鮑
照
「
升

天
行
」（『
文
選
』
巻
二
八
）
に
、「
風
を
餐く

ら
い
て
松
柏
に
委
ね
、
雲
に
臥
し
て
天
行
を
恣
ほ
し
い
ま
ま

に
す
」
と
あ
り
、
杜
甫
「
舟
中
」
詩
（『
杜

詩
詳
注
』
巻
二
一
）
に
、「
風
餐
す　

江
柳
の
下も
と

、
雨
臥
す　

駅
楼
の
辺ほ
と
り」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
将ま
さ

に
筠い
ん

に
至
ら
ん
と
し
て
、
遅ち

・
适か
つ

・
遠え
ん

三
猶
子
に
寄
す
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
三
）
に
、「
露
宿
風
餐
す　

六
百
里
、
明
朝　

馬
に
飲み
ず
かう　

南
江
の
水
」
と
あ
る
。
○
逐
臣　

朝
廷

か
ら
罪
を
得
て
追
わ
れ
た
臣
下
。
蘇
軾「
広
陵
に
し
て
三
同
舎
に
会
す
、各お
の

お
の
其
の
字
を
以
て
韻
と
為
す
…
…　

劉
莘
老
」詩
の
注（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
二
冊
一
六
〇
頁
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
、
蘇
軾
が
自
ら
を
擬
し
て
い
る
。
○
便　

都
合
が
よ
い
。
11
○
漂
零　

さ
す
ら
っ

て
落
ち
ぶ
れ
た
さ
ま
。
杜
甫
「
客
亭
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
一
）
に
、「
多
少
ぞ　

残
生
の
事
、
飄
零　

転
蓬
に
任
す
」
と
あ
る
。
12

○
浩
蕩　

長
く
広
く
続
く
さ
ま
。
○
寄
此
身　

寄
身
は
、
仮
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
。
此
身
は
、
蘇
軾
自
ら
を
い
う
。
蘇
軾
「
子
由
の
契
丹

に
使つ
か
いす
る
を
送
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
選
』
二
四
七
頁
）
に
、「
雲
海　

相
望
ん
で　

此
の
身
を
寄
す
、
那な
ん

ぞ
遠
適
に
因
っ
て
更
に
巾
を
沾

さ
ん
」
と
あ
る
。
13 

14
○
争
勧
・
実
無
二
句　

加
餐
食
は
、努
め
て
食
事
を
と
る
よ
う
勧
め
る
こ
と
。「
古
詩
十
九
首
」
そ
の
一
（『
文
選
』

巻
二
九
）
に
、「
棄
捐
し
て
復
た
道
う
勿な

か
れ
、
努
力
し
て
餐
飯
を
加
え
よ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
杜
甫
「
暫
く
白
帝
に
往
き
、
復
た
東
屯

に
還
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
〇
）
に
、「
加
餐　

老
を
扶た
す

く
可べ

し
、
倉
廩　

飄
蓬
を
慰
む
」
と
あ
る
。
吏
民
は
、
役
人
と
民
。
こ
こ

で
は
、
定
州
の
民
を
い
う
。
二
句
は
、
英
州
赴
任
の
命
を
受
け
て
定
州
を
去
る
蘇
軾
に
対
し
、
定
州
の
人
々
が
懇
ろ
に
蘇
軾
の
身
を
案
じ

て
く
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
今
、
こ
う
し
て
さ
さ
や
か
な
食
の
愉
し
み
を
見
出
し
て
い
る
の
も
、
彼
ら
の
願
い
に
沿
う
も
の
だ
と
し
て
い

る
。
瑞
渓
周
鳳
の
説
に
、「
我
（
レ
）
今
嶺
南
ニ
赴
ク
。
然
モ
此
ノ
間
ノ
人
、
我
ニ
飲
食
ヲ
勧
ム
。
其
ノ
意　

殷
勤
。
因
リ
テ
以
テ
是
ヨ

リ
先
キ
、
我
ガ
故
こ
と
さ
らニ
吏
民
ニ
負
カ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
然
ラ
ズ
ン
バ
則
（
チ
）
今　

何
ニ
由
リ
テ
カ
此
（
ク
）
ノ
如
（
カ
ラ
）
ン
乎や

」
と
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三
〇

あ
る
。
15 

16
○
何
当
・
帰
及
二
句　

万
里
客
は
、
万
里
の
果
て
へ
行
く
旅
人
。
こ
こ
で
は
、
北
へ
南
へ
朝
廷
の
命
の
ま
ま
に
遙
か
な
旅
を

続
け
る
蘇
軾
自
ら
を
い
う
。
杜
甫
「
帰
雁
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
三
）
に
、「
東
来
千
里
の
客
、
乱
定
ま
り
て
幾
年
に
か
帰
ら
ん
」
と

あ
る
。
英
州
で
の
任
期
を
終
え
、
次
の
任
に
向
か
う
時
に
は
ま
た
こ
の
湯
陰
に
立
ち
寄
り
た
い
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
瑞
渓
周
鳳
の
説

に
、「
凡
ソ
任
ニ
在
（
ル
）
ハ
、
三
年
ヲ
以
テ
限
ト
為
ス
、
則と
き

ン
バ
、
我
亦
タ
三
年
ヲ
経
ル
、
則
ン
バ
自
然
ニ
英
州
自よ

リ
来
テ
、
復
タ
当

ニ
此
ノ
麦
ノ
新
（
シ
キ
）
ヲ
嘗し
よ
うス
ベ
キ
ゾ
」
と
あ
る
。

　

朔
北
の
大
地
は
一
面
干ひ

か
ら
び
赤
茶
け
て
、
河
沿
い
の
地
も
た
だ
黄
色
い
土
埃
が
舞
う
ば
か
り
。
秋
の
長
雨
で
さ
や
の
中
の
豆

の
実
は
入
ら
ず
、
夏
の
日
照
り
で
麦
の
実
は
や
つ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

旅
の
宿
り
に
、
朝
が
ゆ
が
朝
一
番
を
告
げ
、
旅
中
の
膳
に
、
め
ず
ら
し
い
旬
の
味
覚
が
手
に
入
っ
た
。
匙
の
中
で
青
い
豆
が
輝

き
、
歯
ざ
わ
り
も
や
わ
ら
か
だ
。

　

逸
品
づ
く
し
の
ご
ち
そ
う
は
、
お
役
目
を
離
れ
た
役
人
に
は
縁
遠
い
も
の
、
風
に
吹
か
れ
て
い
た
だ
く
飯
が
、
左
遷
さ
れ
た
臣

に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
落
ち
ぶ
れ
て
彷さ
ま
よ徨
い
、
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
く
の
や
ら
、
広
漠
と
し
た
こ
の
世
で
浮
き
沈
み
し
な
が
ら
、

し
ば
し
我
が
身
を
預
け
て
い
る
だ
け
だ
。

　
（
定
州
の
人
々
は
）「
努
め
て
お
食
事
を
と
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
口
々
に
案
じ
て
く
れ
て
い
る
が
、
ほ
ん
に
、
か
の
人
々
の
願

い
に
違た
が

う
こ
と
な
く
、
こ
う
し
て
う
ま
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
。
万
里
の
果
て
へ
行
く
、
こ
の
旅
人
、
三
年
経
っ
て
新
た
な
任
地

に
向
か
う
際
に
は
、
ま
た
こ
こ
へ
帰
っ
て
来
た
い
も
の
だ
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）


